
６ 依存症対策について 

 

（１）依存症対策の総合的な推進について 

依存症対策については、保健医療分野から就労支援、生活分野まで広範な

支援策が求められ、対象者も幅広い年齢層にわたることから、依存症対策に

係る普及啓発、予防、専門的医療、社会復帰支援、就労支援、相談支援等の

各種施策を総合的かつ計画的に推進するため、平成２８年１２月に厚生労働

大臣を本部長とする「依存症対策推進本部」を設置するとともに、その下に

大臣官房審議官（健康担当）を座長とする「アルコール健康障害対策チーム」、

障害保健福祉部長を座長とする「薬物依存症対策チーム」、「ギャンブル等依

存症対策チーム」をそれぞれ設け、省内横断的に施策を進めることとしてい

る。 

このような状況も踏まえ、総合的な依存症対策を実施するため、平成２９

年度予算（案）において、アルコール健康障害や薬物依存症、ギャンブル等

依存症への対策のための全国拠点機関として独立行政法人国立病院機構久

里浜医療センターを指定し、地域における指導者の養成や依存症回復施設職

員への研修、都道府県等に対する情報提供等を行うこととしている。また、

都道府県及び指定都市において、 

・地域における支援体制の検討 

・全国拠点機関で養成された指導者を活用した人材養成 

・相談員の配置による相談拠点の充実 

・関係機関との定期的な協議 

・専門医療機関の選定 

等を行うことにより、地域の相談・支援体制づくりを推進することとしてい

る。 

なお、専門医療機関を選定する際の基準等については、追って通知により

お示しする予定としており、当該通知に基づき、早急に選定されたい。 

この他、地域生活支援事業において、地域で依存症対策に取り組む民間団

体の支援を行うこととしている。 

各自治体におかれては、これらの事業の活用により、依存症対策に資する

人材の養成や、関係機関との連携強化など、各地域における依存症対策の一

層の推進をお願いしたい。 

 

（２）アルコール健康障害対策基本法について  

「アルコール健康障害対策基本法」に基づくアルコール健康障害対策基本

計画が、平成２８年５月に閣議決定された。 

基本計画においては、 

・アルコール健康障害の発生予防 

・予防及び相談から治療、回復支援に至る切れ目のない支援体制の整備  

を重点課題とし、目標として、生活習慣病のリスクを高める量を飲酒してい
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る者の割合を低下させることや、すべての都道府県において、地域の相談拠

点及び専門医療機関を１か所以上定めることを掲げている。 

都道府県においても、国の計画を基本として、都道府県アルコール健康障

害対策推進計画を策定する努力義務があることから、計画の策定に努めてい

ただくよう、お願いしたい。 

なお、平成２９年４月から、アルコール健康障害対策に関する業務は、内

閣府から厚生労働省に移管される予定となっているので、留意されたい。  

 

（３）薬物依存症対策について 

刑法の改正等による薬物使用等の罪を犯した者に対する刑の一部執行猶

予制度が、平成２８年６月に施行されたことにより、薬物依存のある保護観

察対象者が、地域で必要な支援を受けられる体制の整備が求められている。 

薬物依存のある刑務所出所者等に対し、自治体、保護観察所、医療機関な

どの関係機関や民間支援団体が効果的に支援を実施できるよう、地域連携の

ためのガイドラインを、平成２７年１１月に法務省と厚生労働省の連名で発

出した。各自治体におかれては、本ガイドラインに則った取組により、薬物

依存のある刑務所出所者等に対して切れ目のない支援が実施できるよう、ご

協力をお願いしたい。 

また、平成２８年１２月に成立した「再犯の防止等の推進に関する法律」

において、都道府県及び市町村は、国が策定した計画を勘案して「地方再犯

防止推進計画」を策定することが努力義務とされており、適切な取組をお願

いしたい。 

 

（４）ギャンブル等依存症対策について  

特定複合観光施設区域の整備の推進に関する法律（ＩＲ推進法）が平成

２８年１２月に成立した。ＩＲ推進法案の参議院内閣委員会の附帯決議（平

成 28 年 12 月 13 日）において、ギャンブル等依存症に総合的に対処するた

めの仕組・体制を設けるとともに、関係省庁が十分に連携して包括的な取

組を構築し、強化することとされた。 

政府としては、こうした附帯決議や国会での審議を踏まえ、関係省庁が

一体となった包括的な対策を推進するため、「ギャンブル等依存症対策推進

関係閣僚会議」を立ち上げるとともに、内閣官房に「ギャンブル等依存症

対策推進チーム」を設置し、実務的な検討を行うこととしている。  

 

（５）依存症に関する普及啓発について  

厚生労働省では、平成２８年度より、民間事業者への委託により、依存症

への理解を深めるための普及啓発事業を実施しており、依存症に関する特設

サイトの開設やリーフレットの配布、シンポジウムの開催等に取り組んでい

るところである。 

下記ＵＲＬの特設サイトからリーフレットのダウンロードが可能である
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ので、各自治体におかれては、管内の関係機関で配布するなど、依存症に関

する普及啓発について、ご協力をお願いしたい。  

 

【特設サイトＵＲＬ】http://www.izonshou.com/ 
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厚
生
労
働
省
に
お
け
る
依
存
症
対
策
の
推
進
体
制
に
つ
い
て

大
臣

（
本
部
長
）

依
存
症
対
策
推
進
本
部

（
平
成
2
8
年
1
2
月
設
置
）

・
Ｉ
Ｒ
法
に
お
い
て
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
等
の
悪
影
響
防
止
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
旨
が
、
法

案
に
対
す
る
附
帯
決
議
に
お
い
て
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
患
者
の
実
態
把
握
、
相
談
体
制
・
医
療
体
制

の
強
化
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
盛
り
込
ま
れ
た
。

⇒
必
要
な
対
策
の
整
理
と
実
態
把
握
が
必
要

・
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
制
度
の
導
入
（
平
成
2
8
年
6
月
1
日
）
に
よ
り
、
薬
物
依
存
の
あ
る
保
護
観
察
対
象

者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

⇒
保
護
観
察
終
了
後
も
支
援
等
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備
が
必
要

・
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
成
立
（
平
成
2
8
年
1
2
月
7
日
）

⇒
薬
物
依
存
症
者
の
再
犯
防
止
対
策
(
相
談
・
治
療
体
制
の
構
築
等
)

・
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
(
平
成
2
6
年
6
月
1
日
施
行
)
に
基
づ
き
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策

推
進
基
本
計
画
が
策
定
(
平
成
2
8
年
5
月
3
1
日
閣
議
決
定
)

⇒
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
に
係
る
施
策
の
総
合
的
・
計
画
的
な
推
進
が
必
要

副
大
臣

政
務
官

（
本
部
長
代
理
）

事
務
次
官

厚
生
労
働
審
議
官

（
副
本
部
長
）

官
房
、
医
政
、
健
康
、
医
薬
、

基
準
、
安
定
、
雇
児
、
社
会
、

障
害
、
老
健
、
保
険
、
政
策
統

括
官
等
の
関
係
部
局
長

（
本
部
員
）

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
チ
ー
ム

(
座
長
:
大
臣
官
房
審
議
官
(
健
康
担
当
)
、
関
係
局
:
健
康
、
障
害
他
)

薬
物
依
存
症
対
策
チ
ー
ム

(
座
長
：
障
害
保
健
福
祉
部
長
、
関
係
局
：
医
薬
他
)

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
チ
ー
ム

(
座
長
：
障
害
保
健
福
祉
部
長
、
関
係
局
：
社
会
、
雇
児
他
)

※
本
部
の
庶
務
は
障
害
保
健
福
祉
部

精
神
・
障
害
保
健
課
に
て
処
理
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依
存
症
対
策
の
推
進
に
係
る
平
成
２
９
年
度
予
算
（
案
）

２
８
年
度
予
算
額

２
９
年
度
予
算
（
案
）

１
．
１
億
円

→
５
．
３
億
円

＋
地
域
生
活
支
援
促
進
事
業
３
４
億
円
の
内
数

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
の
依
存
症
対
策
の
『
依
存
症
対
策
全
国
拠
点
機
関
』
（
仮
称
）
に
お
い
て
、

地
域
に
お
け
る
指
導
者
の
養
成
（
ト
レ
ー
ナ
ー
研
修
）
等
を
実
施
し
、
依
存
症
医
療
・
支
援
体
制
の
整
備
を
推
進
す

る
。

全
国
拠
点
機
関
に
お
け
る
依
存
症
医
療
・
支
援
体
制
の
整
備

１
６
百
万
円

→
６
０
百
万
円

都
道
府
県
等
に
お
い
て
、
『
依
存
症
専
門
医
療
機
関
』
（
仮
称
）
の
指
定
等
に
よ
る
医
療
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
相
談
拠
点
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
地
域
の
支
援
体
制
づ
く
り
の
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
。

（
主
な
取
組
の
内
容
）

・
依
存
症
の
専
門
医
療
機
関
の
指
定
（
現
在
５
か
所

→
全
国
６
７
か
所
）

・
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
依
存
症
相
談
員
の
配
置
（
０
人

→
６
７
人
）

・
相
談
支
援
対
応
者
、
医
療
従
事
者
等
へ
の
研
修

等

地
域
に
お
け
る
依
存
症
の
支
援
体
制
の
整
備

７
７
百
万
円

→
４
４
９
百
万
円

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
の
依
存
症
に
な
っ
た
者
を
早
期
に
医
療
機
関
や
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
相
談
窓
口
等
に
つ
な
げ
る
た
め
、
依
存
症
の
正
し
い
理
解
を
広
め
る
啓
発
活
動
を
行
う
。

依
存
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
の
実
施

１
６
百
万
円

→
１
６
百
万
円

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
各
依
存
症
の
関
連
問
題
に
取
り
組
む
民
間
団
体
の
支
援
を
行
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
の
民
間
団
体
支
援

地
域
生
活
支
援
促
進
事
業
３
４
億
円
の
内
数
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地
域
の
指
導
者
の
養
成

情
報
収
集
、
提
供

普
及
啓
発

・
回
復
施
設
職
員
へ
の
研
修

依
存
症
対
策
の
全
体
像

国
4
7
都
道
府
県
・
2
0
指
定
都
市

補
助
金
の
交
付

（
全
国
拠
点
機
関
の
指
定
）

保 健 所 ・ 市 町 村 等

国 民

医
療

提
供

医
療

提
供

医 療 機 関

支
援

研
修

研
修

地
域
支
援
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
構
築

補
助
金
の
交
付

情
報
提
供
・
普
及
啓
発
等

指
導
者

養
成

専
門
的
医
療
の
提
供

相
談

拠
点

指指 定

民
間
団
体
に
よ
る
普
及
啓
発

委
託

研
修

支
援

支 援

＊
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等

依
存
症
相
談
員
の
配
置
(0
人
→
6
7
人
）

支
援
者
に
対
す
る
研
修

家
族
支
援
(5
か
所
→
6
7
か
所
)

※
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
都
道
府
県
＋
政
令
指
定
都
市
＝
6
9
箇
所
）

＊
依
存
症
の
専
門
医
療
機
関
の
指
定

モ
デ
ル
事
業
5
か
所
→
全
国
6
7
か
所

新 新

新

新

新

＊
民
間
団
体
支
援

（
地
域
生
活
支
援
促
進
事
業
3
4
億
円
の
内
数
）

支
援

平
成

28
年
度
予
算

平
成

29
年
度
予
算
（
案
）

1.
1億
円

→
5.

3億
円

＋
地
域
生
活
支
援
促
進
事
業

34
億
円
の
内
数

民 間 団 体 ・ 回 復 施 設

支
援

充充 新

治 療 拠 点 相 談 拠 点

全
国
拠
点
機
関

（
久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
）

依
存
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
事
業

（
H2

9予
算
（案
）

15
,6

00
千
円
）

依
存
症
対
策
全
国
拠
点
機
関

設
置
運
営
事
業
（

H2
9予
算
（
案
）

60
,2

43
千
円
）

依
存
症
対
策
総
合
支
援
事
業
（

H2
9予
算
（
案
）

44
8,

64
3千
円
）
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ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
に
つ
い
て

酒
類
が
国
民
の
生
活
に
豊
か
さ
と
潤
い
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
酒
類
に
関
す
る
伝
統
と
文
化
が
国
民
の
生
活
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
一
方
で
、
不
適
切
な
飲
酒
は
ア
ル
コ
ー
ル
健
康

障
害
の
原
因
と
な
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
は
、
本
人
の
健
康
の
問
題
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
家
族
へ
の
深
刻
な
影
響
や
重
大
な
社
会
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
性
が
高
い

国
民
の
間
に
広
く
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
に
関
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間
（
１
１
月
１
０
日
か
ら
同
月
１
６
日
ま
で
）
を
規
定

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本
計
画
：内
閣
総
理
大
臣
が
関
係
行
政
機
関
の
長
と
協
議
す
る
と
と
も
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
関
係
者
会
議
の
意
見
を
聴
い

て
、
案
を
作
成
し
、
法
施
行
後
２
年
以
内
に
閣
議
決
定

教
育
の
振
興
・
不
適
切
な
飲
酒
の
誘
引
の
防
止
・
健
康
診
断
及
び
保
健
指
導
・ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
に
係
る
医
療
の
充
実
等
・
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
に
関
連
し
て
飲
酒
運
転
等
を

し
た
者
に
対
す
る
指
導
等
・
相
談
支
援
等
・
社
会
復
帰
の
支
援
・民
間
団
体
の
活
動
に
対
す
る
支
援
・
人
材
の
確
保
等
・
調
査
研
究
の
推
進
等
を
規
定

内
閣
府
、
法
務
省
、
財
務
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
警
察
庁
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
の
職
員
を
も
っ
て
構
成
し
、
連
絡
調
整
を
行
う
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
会

議
の
設
置
を
規
定

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
会
議
の
連
絡
調
整
に
際
し
て
、
専
門
家
、
当
事
者
等
の
意
見
を
聴
く
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
関
係
者
会
議
の
設
置
を
規
定

基
本
認
識

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
：
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
そ
の
他
の
多
量
の
飲
酒
、
未
成
年
者
の
飲
酒
、
妊
婦
の
飲
酒
等
の
不
適
切
な
飲
酒
の
影
響
に
よ
る
心
身
の
健
康
障
害

定
義

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
の
発
生
、
進
行
及
び
再
発
の
各
段
階
に
応
じ
た
防
止
対
策
を
適
切
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援

飲
酒
運
転
、
暴
力
、
虐
待
、
自
殺
等
の
問
題
に
関
す
る
施
策
と
の
有
機
的
な
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
配
慮

基
本
理
念

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本
計
画
等

都
道
府
県
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
計
画
：都
道
府
県
に
対
し
、
策
定
の
努
力
義
務
を
規
定

基
本
的
施
策

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
会
議
・
関
係
者
会
議

※
法
律
の
施
行
当
初
は
、
内
閣
府
に
お
い
て
基
本
計
画
の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
し
、
基
本
計
画
の
策
定
後
３
年
以
内
に
当
該
事
務
を
厚
生
労
働
省
に
移
管

（
平
成

29
年

4月
を
予
定
）

国
・
地
方
公
共
団
体
・
国
民
・
医
師
等
・
健
康
増
進
事
業
実
施
者
の
責
務
と
と
も
に
、
事
業
者
の
責
務
と
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
の
発
生
、
進
行
及
び
再
発
の
防
止
に
配
慮
す
る
努
力
義
務
を
規
定

責
務

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間

（
平
成

25
年

12
月
議
員
立
法
に
よ
り
成
立
）
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○
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
に
関
す
る
予
防
及
び
相
談
か
ら
治
療
、

回
復
支
援
に
至
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
整
備

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本
計
画
の
概
要

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本
計
画
の
概
要

(1
)ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
へ
の
早
期
介
入

(2
)地
域
に
お
け
る
相
談
拠
点
の
明
確
化

(3
)ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
を
有
し
て
い
る
者
と
そ
の
家
族
を
、

相
談
、
治
療
、
回
復
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
の
連
携
体
制
の
推
進

(4
)ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
治
療
等
の
拠
点
と
な
る
専
門
医
療
機
関
の
整
備

そ
の
他
推
進
体
制
等

⑨
人
材
の
確
保
等

①
教
育
の
振
興
等

②
不
適
切
な
飲
酒
の
誘
引
の
防
止

③
健
康
診
断
及
び
保
健
指
導

④
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
に
係
る
医
療
の
充
実
等

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
に
関
連
し
て
飲
酒
運
転
等
を

し
た
者
に
対
す
る
指
導
等

⑥
相
談
支
援
等

⑦
社
会
復
帰
の
支
援

⑧
民
間
団
体
の
活
動
に
対
す
る
支
援

⑩
調
査
研
究
の
推
進
等

基
本
的
施
策

基
本
理
念

基
本
計
画
で
取
り
組
む
べ
き
重
点
課
題

○
発
生
・
進
行
・
再
発
の
各
段
階
で
の
防
止

対
策
／
当
事
者
や
そ
の
家
族
が
日
常
生
活

及
び
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
た
め
の
支
援

○
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
に
関
連
し
て
生
ず
る

飲
酒
運
転
、
暴
力
、
虐
待
、
自
殺
等
の
問
題
に

関
す
る
施
策
と
の
有
機
的
な
連
携
へ
の
配
慮

○
正
し
い
知
識
の
普
及
及
び
不
適
切
な
飲
酒
を
防
止
す
る
社
会
づ
く
り

○
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
が
円
滑
に
回
復
、
社
会
復
帰
す
る
た
め
の
社
会
づ
く
り

○
医
療
に
お
け
る
質
の
向
上
と
連
携
の
促
進

○
誰
も
が
相
談
で
き
る
相
談
場
所
と
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
相
談
支
援
体
制
づ
く
り

○
飲
酒
に
伴
う
リ
ス
ク
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を

徹
底
し
、
将
来
に
わ
た
る
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害

の
発
生
を
予
防

(1
)特
に
配
慮
を
要
す
る
者
に
対
す
る
教
育
・
啓
発

※
未
成
年
者
、
妊
産
婦
、
若
い
世
代

(2
)ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
・

理
解
の
啓
発

関
連
施
策
と
の
有
機
的
な
連
携

都
道
府
県
に
お
け
る
都
道
府
県
推
進
計
画
の
策
定

基
本
的
な
方
向
性 実
態
把
握
と
と
も
に
次
期
に
向
け
数
値
目
標
の
設
定
に
つ
い
て
検
討

基
本
計
画
策
定
後
３
年
以
内
に
、
厚
生
労
働
省
に
移
管
（
H
2
9
.4
予
定
）

（
計
画
対
象
期
間
：
平
成
2
8
年
度
か
ら
平
成
3
2
年
度
ま
で
）

（
平
成

28
年

5月
閣
議
決
定
）
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を
そ
れ
ぞ
れ
１
箇
所
以
上
定
め
て
い
る
都
道
府
県
の
数
：
4
7

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本
計
画
〈
第
1
期
〉

（
平
成
2
8
年
5
月
3
1
日
閣
議
決
定
）
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本
計
画
〈
第
1
期
〉

（
平
成
2
8
年
5
月
3
1
日
閣
議
決
定
）
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

１
．
飲
酒
に
伴
う
リ
ス
ク
に
関
す
る
知
識

の
普
及
を
徹
底
し
、
将
来
に
わ
た
る

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
の
発
生
を
予
防

２
．
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
に
関
す
る
予
防
及
び

相
談
か
ら
治
療
、
回
復
支
援
に
至
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
体
制
の
整
備

੎ ਡ ୖ ਻

①
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
量
を

飲
酒
し
て
い
る
者
の
割
合
の
減
少

【
男
性
：
1
3
.0
％

女
性
：
6
.4
％
（
平
成
3
2
年
）
】

（
現
状
）
男
性
：
1
5
.3
％
女
性
：
7
.5
％
（
平
成
2
2
年
）

②
未
成
年
者
の
飲
酒
を
な
く
す

（
現
状
）
高
校
3
年
男
性
1
6
.1
％
高
校
３
年
女
子
1
6
.6
％

③
妊
娠
中
の
飲
酒
を
な
く
す

（
現
状
）
8
.7
％発
生
予
防

→
進
行
予
防

→
再
発
予
防

○
飲
酒
に
伴
う
リ
ス
ク
に
関
す
る
知
識
等
を
普

及
し
、
国
民
自
ら
が
発
生
を
予
防

○
酒
類
関
係
事
業
者
等
と
連
携
し
、
社
会
全
体

で
不
適
切
な
飲
酒
の
誘
引
を
防
止

等

○
地
域
に
お
け
る
相
談
拠
点

を
明
確
化
し
た
上
で
、

関
係
機
関
の
連
携
体
制
を

構
築

等

○
地
域
に
お
け
る
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
の
治
療
等
の
拠
点

と
な
る
専
門
医
療
機
関
の

整
備
を
促
進

等

ਯ க ৯ ఏ

な
お
、
平
成
2
8
年
度
以
降
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
実
態
把
握
に
関
す
る
調
査
研
究
等
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
次
期
基
本

な
お
、
平
成
2
8
年
度
以
降
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
実
態
把
握
に
関
す
る
調
査
研
究
等
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
次
期
基
本

計
画
の
数
値
目
標
の
設
定
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
総
患
者
数
：

4.
9万
人
（平
成

26
年
度
）
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
が
疑
わ
れ
る
者
の
数
：

10
9万
人
（
平
成

25
年
推
計
）

④
地
域
に
お
け
る
相
談
拠
点

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
に
関
す
る
相
談

（
現
状
）

平
成
2
6
年
度

保
健
所

1
6
,5
8
3
件

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

9
,7
2
4
件

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
対

す
る
適
切
な
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
専
門

医
療
機
関

計
画
対
象
期
間
：
平
成
2
8
年
度
～
平
成
3
2
年
度

（
目
標
値
は
健
康
日
本
2
1
(第
2
次
)に
準
拠
）

਌ ऩ ఻ ৬ ৓ ઱ ੁ

( ਴ ਛ 2
8 ফ ২ ੒ ઴)

○
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
理
解
促
進
経
費
(1
6
百
万
円
)

○
た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
対
策
推
進
費
(2
9
百
万
円
の
内
数
)

等
・
本
人
へ
の
教
育
・
啓
発
／
周
囲
の
大
人
へ
の
啓
発

・
女
性
特
有
の
リ
ス
ク
／
依
存
症
の
正
し
い
理
解

・
広
告
の
自
主
基
準
の
見
直
し
等
の
業
界
の
取
組

○
特
定
相
談
事
業
費

(4
0
百
万
円
の
内
数
)

・
相
談
拠
点
に
求
め
ら
れ
る
役
割

等
を
都
道
府
県
へ
提
示

・
各
都
道
府
県
で
、
関
係
機
関
の

役
割
を
整
理
し
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
協
力
体
制
を
構
築

○
依
存
症
治
療
拠
点
機
関
設
置
運

営
事
業
費

(1
1
百
万
円
)

・
専
門
医
療
機
関
が
備
え
る
べ
き

機
能
の
検
討

・
平
成
2
8
年
度
中
に
結
果
を
取
り

ま
と
め
、
都
道
府
県
に
提
示
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H
27
年
度

策
定
済
み

H
28
年
度

策
定
予
定

H
29
年
度

策
定
予
定

H
30
年
度

策
定
予
定

未
定

未
回
答

H
27
年
度

策
定
済
み

H
28
年
度

策
定
予
定

H
29
年
度

策
定
予
定

H
30
年
度

策
定
予
定

未
定

未
回
答

1
北
海
道

●
2
5

滋
賀
県

●

2
青
森
県

●
2
6

京
都
府

●

3
岩
手
県

●
2
7

大
阪
府

●

4
宮
城
県

●
2
8

兵
庫
県

●

5
秋
田
県

●
2
9

奈
良
県

●

6
山
形
県

●
3
0

和
歌
山
県

●

7
福
島
県

●
3
1

鳥
取
県

●

8
茨
城
県

●
3
2

島
根
県

●

9
栃
木
県

●
3
3

岡
山
県

●

1
0

群
馬
県

●
3
4

広
島
県

●

1
1

埼
玉
県

●
3
5

山
口
県

●

1
2

千
葉
県

●
3
6

徳
島
県

●

1
3

東
京
都

●
3
7

香
川
県

●

1
4

神
奈
川
県

●
3
8

愛
媛
県

●

1
5

新
潟
県

●
3
9

高
知
県

●

1
6

富
山
県

●
4
0

福
岡
県

●

1
7

石
川
県

●
4
1

佐
賀
県

●

1
8

福
井
県

●
4
2

長
崎
県

●

1
9

山
梨
県

●
4
3

熊
本
県

●

2
0

長
野
県

●
4
4

大
分
県

●

2
1

岐
阜
県

●
4
5

宮
崎
県

●

2
2

静
岡
県

●
4
6

鹿
児
島
県

●

2
3

愛
知
県

●
4
7

沖
縄
県

●

2
4

三
重
県

●
1

7
2
0

9
1
0

0

2
0
1
6
年
1
2
月
１
日
現
在

合
計

「
都
道
府
県
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
計
画
」
策
定
（
予
定
）
状
況
（
内
閣
府
調
べ
）
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◎
薬
物
依
存
の
あ
る
保
護
観
察
対
象
者
の
増
加
、
保
護
観
察
期
間
の
長
期
化
が
見
込
ま
れ
る
。

◎
保
護
観
察
終
了
後
も
、
必
要
な
支
援
等
（
薬
物
依
存
に
対
す
る
治
療
・
相
談
支
援
、
家
族
支
援
な
ど
）
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
特
に
重
要

平
成
２
５
年
６
月
、
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
制
度
の
導
入
等
を
内
容
と
す
る
「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
及
び
「
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
刑
の

一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
平
成
２
８
年
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。

刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

刑
法
の
改
正
等

刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
制
度
の
概
要

制
度
施
行
前

刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
制
度

◎
３
年
以
下
の
懲
役
・
禁
錮
を
言
い
渡
す
と
き
、
判
決
で
１
～
５
年
の
間
そ
の
一
部
の
執
行
を
猶
予
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

例
）
懲
役
２
年
，
う
ち
６
か
月
に
つ
き
２
年
間
保
護
観
察
付
き
執
行
猶
予

実
刑
部
分
の
刑

保
護
観
察
付
き
の
執
行
猶
予
期
間

猶
予
部
分
の
刑

１
年
６
か
月

２
年

６
か
月

刑
務
所
内
に
お
け
る
処
遇

＋
地
域
社
会
に
お
け
る
処
遇
（
保
護
観
察
）

保
護
観
察
と
は
、
刑
務
所
出
所
者
等
の
再
犯
を
防
ぎ
、
社
会
復
帰
を
図
る
た
め
、
保
護
観
察
所
の
保
護
観
察
官

が
、
地
域
の
保
護
司
等
と
協
力
し
て
、
刑
務
所
出
所
者
等
に
対
し
て
指
導
や
支
援
を
行
う
も
の
。

◎
刑
期
の
全
部
を
実
刑
と
す
る
か
、

刑
期
の
全
部
を
執
行
猶
予
と
す
る
か

の
２
つ
し
か
選
択
肢
が
な
か
っ
た
。

◎
刑
務
所
出
所
者
の
再
犯
防
止
・
社

会
復
帰
の
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、

以
前
か
ら
仮
釈
放
制
度
が
あ
る
が
､

仮
釈
放
期
間
が
短
く
十
分
な
地
域
移

行
が
で
き
ず
に
､期
間
の
経
過
後
再

犯
に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
数
見
ら
れ
た
。

例
）

制
度
導
入
に
当
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト

保
護
観
察
所
と
地
域
の
医
療
・
保
健
・福
祉
機
関
等
と
の
連
携
が
不
可
欠

・
前
に
禁
錮
以
上
の
実
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
初
入
者
等

…
猶
予
中
、
保
護
観
察
に
付
す
こ
と
が
で
き
る
(裁
判
所
の
裁
量
)

・
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
で
初
入
者
で
な
い
も
の
（
累
犯
者
）

…
猶
予
中
は
必
ず
保
護
観
察
に
付
す
。

刑
務
所
出
所
者
の
う
ち
､５
年
以
内
約
５

割
の
者
が
刑
務
所
へ
再
入
所
（
覚
せ
い

剤
取
締
法
違
反
の
者
の
場
合
。
平
成
２
７
年
版

犯
罪
白
書
に
よ
る
。
）
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・
定
期
的
に
連
絡
会
議
を
開
催
す
る
。

・
薬
物
依
存
者
の
支
援
に
関
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
。

・
知
見
の
共
有
等
に
よ
り
，
地
域
に
お
け
る
薬
物
乱
用
に
関
す
る
問

題
解
決
能
力
の
向
上
を
図
る
。

・
相
互
の
取
組
に
関
す
る
理
解
及
び
支
援
の
促
進
に
努
め
る
。

・
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
含
め
，
薬
物
依
存
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
，
そ
の
対
策
は
政
府
の
重
要
な
政
策
課
題
の
一
つ
。
そ
う
し
た
中
，
薬
物
依
存
者
等
を
対
象
と
し

た
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
制
度
が
平
成
２
８
年
６
月
に
施
行
。

・
薬
物
依
存
者
の
再
犯
（
再
使
用
）
の
防
止
は
，
刑
事
司
法
機
関
の
み
で
は
不
十
分
。
保
護
観
察
所
と
，
地
域
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
機
関
及
び
民
間
支
援
団
体
と
の
有
効
か

つ
緊
密
な
連
携
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
。

「
薬
物
依
存
の
あ
る
刑
務
所
出
所
者
等
の
支
援
に
関
す
る
地
域
連
携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
概
要

策
定
の
背
景

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要

地
域
支
援
体
制
の
構
築

（
刑
事
施
設
入
所
中
の
支
援
）

・
刑
事
施
設
，
地
方
更
生
保
護
委
員
会
及
び
保
護
観
察
所
は
，
出
所
後
に

必
要
な
支
援
等
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
。

・
保
護
観
察
所
は
，
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
，
出
所
後
の
社
会

復
帰
上
の
課
題
と
対
応
方
針
を
検
討
す
る
。

等
（
保
護
観
察
中
の
支
援
）

・
保
護
観
察
所
は
，
支
援
対
象
者
に
対
す
る
指
導
監
督
を
行
う
と
と
も

に
，
必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
調
整
す
る
。

・
医
療
機
関
は
，
支
援
対
象
者
の
治
療
や
，
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
に

対
す
る
情
報
提
供
等
を
行
う
。

・
都
道
府
県
，
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
又
は
保
健
所
は
，
支
援
対
象
者

の
希
望
に
応
じ
，
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
実
施
す
る
。

・
福
祉
事
務
所
又
は
市
町
村
障
害
保
健
福
祉
主
管
課
は
，
支
援
対
象
者
の

希
望
に
応
じ
，
必
要
な
福
祉
的
支
援
を
実
施
す
る
。

・
関
係
機
関
は
，
保
護
観
察
所
等
の
求
め
に
応
じ
，
支
援
対
象
者
に
対
す

る
支
援
に
関
す
る
ケ
ア
会
議
等
に
出
席
す
る
。

等
（
保
護
観
察
終
了
後
の
支
援
）

・
保
護
観
察
所
は
，
支
援
対
象
者
の
希
望
に
応
じ
，
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
そ
の
他
の
関
係
機
関
に
支
援
を
引
き
継
ぐ
。

等

薬
物
依
存
者
本
人
に
対
す
る
支
援

・
関
係
機
関
は
，
支
援
対
象
者
に
対
す
る
支
援
に
当
た
っ
て
は
，
本
人
の

意
向
と
と
も
に
家
族
の
意
向
を
汲
む
。

・
関
係
機
関
は
，
相
互
に
協
力
し
て
効
果
的
に
家
族
支
援
を
行
う
と
と
も

に
，
希
望
に
応
じ
，
保
護
観
察
終
了
後
も
支
援
を
行
う
。
等

家
族
に
対
す
る
支
援

・
精
神
疾
患
と
し
て
の
認
識
共
有

・
シ
ー
ム
レ
ス
な
支
援

・
民
間
支
援
団
体
と
の
連
携

基
本
方
針

保
護
観
察
所
，
都
道
府
県
等
，
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
，
保
健
所
，
福

祉
事
務
所
，
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
）
障
害
保
健
福
祉
主
管
課
，
刑
事

施
設
，
地
方
更
生
保
護
委
員
会
，
依
存
症
治
療
拠
点
機
関
及
び
薬
物
依
存

者
に
対
す
る
医
療
的
支
援
を
行
う
そ
の
他
の
医
療
機
関

関
係
機
関

・
必
要
な
情
報
は
，
他
の
機
関
又
は
団
体
に
お
け
る
情
報
の
取
扱
方

針
等
に
配
慮
し
つ
つ
，
共
有
す
る
。

・
支
援
対
象
者
に
関
す
る
情
報
共
有
は
，
原
則
と
し
て
本
人
の
同
意

を
得
る
。

等

情
報
の
取
扱
い

総
論

各
論
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※
複
数
機
関
へ
の
通
所
・
通
院
含
む

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
薬
物
依
存
者
に
対
す
る
支
援
等
の
流
れ
（
イ
メ
ー
ジ
図
）

更
生
保
護

施
設
入
所

親
許
等

に
帰
住

刑
事
施

設
収
容
中

社
会

内

事 前 協 議 又 は ケ ア 会 議

支 援 の 方 針 等 の 検 討

帰 住 先 の 調 整

回
復
支
援

施
設
入
所

刑
事
施
設

入
所

仮
釈
放
又
は

実
刑
期
間
の
満
了

保
護
観
察

期
間
終
了

協 議 又 は ケ ア 会 議

支 援 の 方 針 の 決 定 、 保 護 観 察 の 実 施 計 画 の 作 成

保
護
観
察
期
間
終
了
後
の
支
援

の
た
め
の
調
整
・
引
継
ぎ

保
護
観
察
所
に
よ
る
指
導
監
督
・
補
導
援
護

薬
物
再
乱
用
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
教
育
・
薬
物
検
出
検
査
）
の
実
施

医
療
機
関
に
お
け
る
治
療

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
に
お
け
る
援
助

民
間
支
援
団
体
に
よ
る
支
援

薬 物 依 存 の あ る 刑 務 所 出 所 者 等 の 再 犯 （ 再 使 用 ） 防 止 ・ 社 会 復 帰

緊
急
時
の
対
応

・
相
互
に
協
力
し
て
解
決
に
当
た
る
。

・
医
療
的
支
援
が
必
要
な
場
合
は
県
等
が
定
め
る
連
絡
・
対
応
窓
口
等
に
連
絡

・
明
ら
か
な
犯
罪
行
為
は
保
護
観
察
所
が
警
察
等
に
連
絡
等

情
報
提
供
・
協
議
・

ケ
ア
会
議
等
の
実
施

薬 物 依 存 者 （ 本 人 ） 家 族

福 祉 事 務 所 等 に よ る 福 祉 支 援

引
受
人
会
の
開
催

保
護
観
察
所
に
よ
る
個
別
相
談
・
支
援
，
家
族
会
の
開
催保
護
観
察
期
間
終
了
後
の
支
援
の
た
め
の
調
整
・
引
継
ぎ

民
間
支
援
団
体
に
よ
る
支
援

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
に
お
け
る
援
助

調 査 （ ア セ ス メ ン ト ）

調 査 （ ア セ ス メ ン ト ）

- 83-



再犯の防止等の推進に関する法律 概要 

国民の理解と協力を得つつ、犯罪をした者等の円滑な社会復帰を促進すること等による再犯の防止
等が犯罪対策において重要であることに鑑み、再犯の防止等に関する施策に関し、基本理念を定め、
国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、再犯の防止等に関する施策の基本となる事項
を定めることにより、再犯の防止等に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって国民が犯罪
による被害を受けることを防止し、安全で安心して暮らせる社会の実現に寄与することを目的とす
る 

１．目的 （第１条） 

１ 犯罪をした者等 犯罪をした者又は非行少年（非行のある少年をいう。）若しくは非行少年であ
った者 

２ 再犯の防止等  犯罪をした者等が犯罪をすることを防ぐこと（非行少年の非行をなくすこと及
び非行少年であった者が再び非行少年となることを防ぐことを含む。） 

２．定義 （第２条） 

１ 犯罪をした者等の多くが、定職・住居を確保できない等のため、社会復帰が困難なことを踏ま
え、犯罪をした者等が、社会において孤立することなく、国民の理解と協力を得て再び社会を構
成する一員となることを支援する 

２ 犯罪をした者等が、その特性に応じ、矯正施設に収容されている間のみならず、社会復帰後も
途切れることなく、必要な指導及び支援を受けられるようにする 

３ 犯罪をした者等が、犯罪の責任等を自覚すること及び被害者等の心情を理解すること並びに自
ら社会復帰のために努力することが、再犯の防止等に重要である 

４ 調査研究の成果等を踏まえ、効果的に施策を講ずる 

３．基本理念 （第３条） 

１ 国は、再犯の防止等に関する施策を総合的に策定・実施する責務 
２ 地方公共団体は、再犯の防止等に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の状況に
応じた施策を策定・実施する責務 

４．国等の責務 （第４条） 

１ 国及び地方公共団体の相互の連携 
２ 国及び地方公共団体と民間団体その他の関係者との緊密な連携協力の確保 
３ 国及び地方公共団体から民間団体その他の関係者への情報提供 
４ 民間の団体その他の関係者は、犯罪をした者等の個人情報を適切に取り扱う義務 

５．連携、情報の提供等 （第５条） 

国民の関心と理解を深めるため、再犯防止啓発月間（７月）を設ける 

 ６．再犯防止啓発月間 （第６条） 
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１ 政府は、再犯の防止等に関する施策の推進に関する計画(再犯防止推進計画)を策定(閣議決定) 
２ 再犯防止推進計画において定める事項 
 (1) 再犯の防止等に関する施策の推進に関する基本的な事項 
 (2) 再犯の防止等に向けた教育・職業訓練の充実に関する事項 
 (3) 犯罪をした者等の社会における職業・住居の確保、保健医療・福祉サービスの利用に係る支

援に関する事項 
 (4) 矯正施設における収容・処遇、保護観察に関する体制の整備等に関する事項 
 (5) その他再犯の防止等に関する施策の推進に関する重要事項 
３ 法務大臣は、関係大臣と協議して、再犯防止推進計画の案を作成し、閣議請議 
４ 少なくとも５年ごとに、再犯防止推進計画に検討を加え、必要に応じ変更 

 ７．再犯防止推進計画 （第７条） 

都道府県及び市町村は、再犯防止推進計画を勘案して、地方再犯防止推進計画を定める努力義務 

 ８．地方再犯防止推進計画 （第８条） 

政府は、必要な法制上、財政上又は税制上の措置その他の措置を講ずる 

 ９．法制上の措置等 （第９条） 

政府は、毎年、政府が講じた施策について、国会に報告 

 10．年次報告 （第 10 条） 

 

 11．基本的施策 

【国の施策】 
  

【地方公共団体の施策】（第 24条） 
国との適切な役割分担を踏まえて、その地方公共団体の地域の状況に応じ、上記の施策を講ずる
努力義務 

１ 公布の日から施行 
２ 国は、この法律の施行後５年を目途として、この法律の施行の状況について検討を加え、その
結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする 

 12．施行期日等 （附則） 

再犯防止に向けた教育・職業訓練の充実等 

１ 特性に応じた指導及び支援等（第 11条） 
２ 就労の支援        （第 12条） 
３ 非行少年等に対する支援  （第 13条） 

社会における職業・住居の確保等 

４ 就業の機会の確保等   （第 14条） 
５ 住居の確保等      （第 15条） 
６ 更生保護施設に対する援助（第 16条） 
７ 保健医療サービス及び福祉サービスの
提供           （第 17条） 

再犯防止推進の人的・物的基盤の整備 

８ 関係機関における体制の整備等 
（第 18条） 

９ 再犯防止関係施設の整備 （第 19条） 

再犯防止施策推進に関する重要事項 

10 情報の共有、検証、調査研究の推進等 
（第 20条） 

11 社会内における適切な指導及び支援 
（第 21条） 

12 国民の理解の増進及び表彰（第 22条） 
13 民間の団体等に対する援助（第 23条） 
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第10条 政府は、カジノ施設の設置及び運営に関し、カジノ施設における不正
行為の防止並びにカジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に
行う観点から、次に掲げる事項について必要な措置を講ずるものとする。

一～七 （略）

八 カジノ施設の入場者がカジノ施設を利用したことに伴いギャンブル依存
症等の悪影響を受けることを防止するために必要な措置に関する事項

２ （略）

特定複合観光施設区域の整備の推進に関する法律（平成28年法律第115号）（抄）

※下線部は「特定複合観光区域の整備の推進に関する法律案に対する修正案」による修正。
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衆
議
院
内
閣
委
員
会
（
平
成
2
8
年
1
2
月
２
日
）

八
依
存
症
予
防
等
の
観
点
か
ら
、
カ
ジ
ノ
に
は
厳
格
な
入
場
規
制
を
導
入
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
諸
外

国
に
お
け
る
カ
ジ
ノ
入
場
規
制
の
在
り
方
や
そ
の
実
効
性
等
を
十
分
考
慮
し
、
我
が
国
に
ふ
さ
わ
し

い
、
清
廉
な
カ
ジ
ノ
運
営
に
資
す
る
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
入
場
規
制
の
制
度
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
の
保
護
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
七
項
に
定
め
る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
い
う
。
）
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
。

十
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
患
者
へ
の
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。
我
が
国
に
お
け
る
ギ
ャ
ン
ブ

ル
等
依
存
症
の
実
態
把
握
の
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
患
者
の

相
談
体
制
や
臨
床
医
療
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。
加
え
て
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
に
関
す
る
教
育
上

の
取
組
を
整
備
す
る
こ
と
。
ま
た
、
カ
ジ
ノ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
に
起
因
す
る
依
存
症

を
含
め
、
関
係
省
庁
が
十
分
連
携
し
て
包
括
的
な
取
組
を
構
築
し
、
強
化
す
る
こ
と
。

十
一
法
第
九
条
及
び
第
十
条
に
定
め
る
各
種
規
制
等
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
諸
外
国
に
お
け
る
カ

ジ
ノ
規
制
の
現
状
等
を
十
分
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
犯
罪
防
止
・
治
安
維
持
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

依
存
症
防
止
等
の
観
点
か
ら
問
題
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
世
界
最
高
水
準
の
厳
格
な
カ
ジ
ノ
営
業
規

制
を
構
築
す
る
こ
と
。

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
（
抄
）
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八
依
存
症
予
防
等
の
観
点
か
ら
、
カ
ジ
ノ
に
は
厳
格
な
入
場
規
制
を
導
入
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
自
己
排
除
、
家
族

排
除
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
、
入
場
料
の
徴
収
等
、
諸
外
国
に
お
け
る
カ
ジ
ノ
入
場
規
制
の
在
り
方
や
そ
の
実
効
性

等
を
十
分
考
慮
し
、
我
が
国
に
ふ
さ
わ
し
い
、
清
廉
な
カ
ジ
ノ
運
営
に
資
す
る
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
入
場
規
制
の
制
度
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
の
保
護
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
七
項
に
定
め
る

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
い
う
。
）
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
。

十
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
患
者
へ
の
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。
我
が
国
に
お
け
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存

症
の
実
態
把
握
の
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
そ
の
原
因
を
把
握
・分
析
す
る
と
と
も
に
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
患

者
の
相
談
体
制
や
臨
床
医
療
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。
加
え
て
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
に
関
す
る
教
育
上
の
取

組
を
整
備
す
る
こ
と
。
ま
た
、
カ
ジ
ノ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
遊
技
等
に
起
因
す
る
依
存
症
を
含
め
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
に
関
す
る
国
の
取
組
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
た
め
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
に
総

合
的
に
対
処
す
る
た
め
の
仕
組
・
体
制
を
設
け
る
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
が
十
分
連
携
し
て
包
括
的
な
取
組
を
構

築
し
、
強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
の
た
め
に
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

十
一
法
第
九
条
及
び
第
十
条
に
定
め
る
各
種
規
制
等
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
諸
外
国
に
お
け
る
カ
ジ
ノ
規
制
の

現
状
等
を
十
分
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
犯
罪
防
止
・
治
安
維
持
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
依
存
症
防
止
等
の
観
点

か
ら
問
題
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
世
界
最
高
水
準
の
厳
格
な
カ
ジ
ノ
営
業
規
制
を
構
築
す
る
こ
と
。
な
お
、
諸
外

国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
ン
ケ
ッ
ト
」
の
取
扱
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
慎
重
に
検
討
を
行
う
こ
と
。

参
議
院
内
閣
委
員
会
（
平
成
2
8
年
1
2
月
1
3
日
）

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
（
抄
）
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【
事
業
概
要
】

○
民
間
団
体
へ
の
委
託
に
よ
り
行
い
、
依
存
症
問
題
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

○
ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
含
む
依
存
症
つ
い
て
、
依
存
症
に
つ
い
て
の
弊
害
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
依
存
症
の
予
防
を
図
る
と

と
も
に
、
医
療
機
関
を
受
診
し
な
い
依
存
症
者
が
、
早
期
に
相
談
機
関
や
医
療
機
関
、
自
助
団
体
に
赴
く
こ
と
を
促
す
よ
う
な
内
容
と
す
る
。

○
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｃ
や
Ｍ
Ａ
Ｃ
等
の
自
助
団
体
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
る
。

依
存
症
者
本
人
・
依
存
症
者
の
家
族
・
一
般
市
民
等

依
存
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
事
業

厚 生 労 働 省

委
託

活
動
内
容
の
評

価
に
よ
り
委
託
先

を
選
定

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
広
告
に
よ
る
普
及
啓
発

民
間
団
体

平
成
2
8
年
度
予
算
額
1
5
,5
9
8
千
円
→
平
成
2
9
年
度
予
算
（案
）
1
5
,6
0
0
千
円

・
依
存
症
の
知
識
の
普
及

・
依
存
症
の
危
険
性
の
呼
び
か
け

・
早
い
段
階
で
の
治
療
・
相
談
を
促
す

・
依
存
症
者
の
増
加
の
抑
制

【
平
成

28
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
】

日
時
：
平
成
２
９
年
３
月
１
１
日
（
土
）１
３
時
～
１
７
時

場
所
：
月
島
社
会
教
育
会
館

〒
10

4-
00

52
東
京
都
中
央
区
月
島

4丁
目

1番
1号
（
月
島
区
民
セ
ン
タ
ー

4階
、

5階
）

基
調
講
演
者
：
松
本
俊
彦
（
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
薬
物
依
存
研
究
部
長
）
ほ
か
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７ てんかん対策等について 

 

（１）てんかん対策について 

これまでわが国のてんかん医療は、精神科、神経内科、脳神経外科、小児

科など複数の診療科が担ってきたが、どの診療科の医師がどのようなてんか

ん診療をしているのか、患者のみならず医師にも分かりづらい状況が生まれ

ている。さらに、てんかん診療に関する情報が、てんかんを専門としない医

師に十分理解されていない面もあり、患者が地域で専門医療に結びつかない

要因のひとつと考えられる。 

また、平成２６年に「改正道路交通法」及び「自動車の運転により人を死

傷させる行為等の処罰に関する法律」が施行され、てんかん患者が適切な治

療を受けることがますます重要となっている。 

このような現状を踏まえ、地域におけるてんかん診療の体制整備を目的と

して、「てんかん地域診療連携体制整備事業」を実施している。 

具体的には、てんかんの治療を専門的に行っている全国８箇所の医療機関

を、「てんかん診療拠点機関」として指定し、てんかんに関する知識・技術

の普及啓発や他医療機関への研修・技術的支援、患者・家族会への技術的支

援、関係機関との地域連携支援体制の構築のための調整等を行うとともに、

「てんかん診療全国拠点機関」を全国で１箇所指定し、都道府県及び各拠点

機関への技術的支援や、各拠点機関で得られた知見の集積を通して、共通し

た地域支援モデルガイドラインの開発等を行うこととしている。  

事業実施自治体におかれては、てんかんの支援体制モデルの確立に向けて、

各拠点機関との連携の下、教育機関を含む関係機関間での情報共有の促進や、

地域住民への普及啓発など、事業の円滑な実施に努めていただくようお願い

したい。 

併せて、各自治体におかれては、様々な機会を捉え、正しいてんかんの知

識についての普及啓発を行っていただくよう、お願いしたい。 

 

（２）摂食障害対策について  

摂食障害は、精神疾患の中でも重症化による死亡率が高い疾患である。ま

た、若年女性の発症が多く、痩せによって起こる身体変化は回復に時間を要

し、その後の発達、出産、育児への影響も大きい。しかし、未だ痩せすぎが

病気であるという認識が社会全体に浸透しておらず、地域社会における疾病

への問題意識が希薄である。また、疾病を有している本人が痩せから来る精

神症状のために医療機関への受診を拒否する傾向が強く、医療につながりに

くい。摂食障害は早期に発見し、治療することによって治療効果が上がると

されているが、上記のような現状においては、早期発見・早期支援に大きな

課題がある。 

早期発見の観点からは、身近な人の疾病を発見できるよう、住民への啓発

を行い摂食障害への理解を深めるとともに、発見後の確実な対応に繋げるた
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めの行政等を含めた地域における関係者間の連携を構築していくことが必

要である。また、早期支援の観点からは、摂食障害の治療ができる医療機関

の充実を図るとともに、患者・家族への相談支援や啓発のための地域連携支

援体制の構築が必要であり、これらの構築に当たっては、地域の関係者間の

調整役として自治体の主体的な関わりが不可欠である。  

このため、平成２６年度から、精神科又は心療内科の外来を有する救急医

療体制が整備された３箇所の総合病院に「摂食障害治療支援センター」を都

道府県が設置し、摂食障害に関する知識・技術の普及啓発、他医療機関への

研修・技術的支援、患者・家族への技術的支援、関係機関との地域連携支援

体制の構築のための調整等を行うとともに、摂食障害についての知見の集積

を行っている。 

また、併せて都道府県の活動をバックアップするため、摂食障害の治療・

研究を行っている医療機関を全国拠点機関に指定し、各摂食障害治療支援セ

ンターで得られた知見を集積し、共通した有効な摂食障害の支援プログラム

や地域支援モデルガイドラインの開発等を行うとともに、都道府県・各支援

センターへの技術的支援を行っている。 

今後、来年度早期を目途に、本事業において普及啓発に活用できる資材を

作成し、提供していく予定であるので、各自治体におかれては、これらを活

用いただき、各地域での普及啓発に努めていただくようお願いしたい。  

 

（３）高次脳機能障害対策について  

高次脳機能障害については、地域生活支援事業の「高次脳機能障害及びそ

の関連障害に対する支援普及事業」において、各都道府県により設置された

「高次脳機能障害支援拠点機関」を中心とした支援体制づくりのための取組

を行っているところである。 

一方、高次脳機能障害の支援に関しては、様々な組織や人が関わることと

なるが、当事者の方が支援を利用しようとする際に、窓口担当者の高次脳機

能障害に対する理解の不足により、適切な支援が受けられない現状があると

の声が寄せられている。 

例えば、市町村の窓口担当者が、高次脳機能障害そのものや、高次脳機能

障害のある方が障害福祉サービスの対象者に含まれることを知らなかった

ために、サービスを受けられなかったという事例が報告されている。 

各都道府県におかれては、高次脳機能障害のある方が身近な場所でその特

性を踏まえた支援を受けられるよう、市町村職員を含めた幅広い支援関係者

に対する研修や、地域住民への普及啓発の実施などを通して、より一層の高

次脳機能障害に対する理解の促進に努めていただくよう、お願いしたい。  
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【
目
的
】

○
て
ん
か
ん
患
者
は
地
域
で
必
ず
し
も
専
門
医
療
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
中
、
本
年
６
月
に
「
改
正
道
路
交
通
法
及
び
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等

の
処
罰
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
て
ん
か
ん
患
者
が
ま
す
ま
す
治
療
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

○
ま
た
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
の
て
ん
か
ん
医
療
は
、
精
神
科
、
神
経
内
科
、
脳
神
経
外
科
、
小
児
科
な
ど
数
多
く
の
診
療
科
に
よ
り
担
わ
れ
て
き
た
結
果
、
ど
の
診
療
科

の
医
師
が
ど
の
よ
う
な
て
ん
か
ん
診
療
を
し
て
い
る
の
か
、
患
者
の
み
な
ら
ず
医
師
同
士
に
も
分
か
り
づ
ら
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
般
の
医
師
へ
の
て
ん

か
ん
診
療
に
関
す
る
情
報
提
供
や
教
育
の
体
制
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
適
切
な
治
療
の
継
続
も
患
者
が
地
域
で
専
門
医
療
に
結
び
つ
か
な
い
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

○
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
発
作
時
ビ
デ
オ
脳
波
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
他
、
て
ん
か
ん
の
外
科
治
療
や
、
複
数
の
診
療
科
に
よ
る
集
学
的
治
療
を
行
え
る

医
療
機
関
を
「
て
ん
か
ん
診
療
拠
点
機
関
」
と
し
て
８
か
所
指
定
し
、
専
門
的
な
相
談
支
援
、
て
ん
か
ん
患
者
へ
の
適
切
な
対
応
、
他
の
医
療
機
関
、
自
治
体
等
や
患
者
の

家
族
と
の
連
携
・
調
整
を
図
る
ほ
か
、
治
療
や
相
談
支
援
等
に
携
わ
る
関
係
機
関
の
医
師
等
に
対
し
、
て
ん
か
ん
に
つ
い
て
の
助
言
・
指
導
や
地
域
に
お
け
る
て
ん
か
ん
に

関
す
る
普
及
啓
発
等
を
試
行
的
に
実
施
し
、
て
ん
か
ん
に
つ
い
て
の
知
見
を
集
積
す
る
と
と
も
に
、
て
ん
か
ん
診
療
拠
点
機
関
に
お
い
て
集
積
し
た
知
見
の
評
価
・
検
討
を

行
う
「
て
ん
か
ん
診
療
全
国
拠
点
機
関
」
（
１
か
所
）
を
設
置
し
、
て
ん
か
ん
の
支
援
体
制
モ
デ
ル
の
確
立
を
行
う
。 助
言
・
指
導

【
自
治
体
】

【
医
療
機
関
】

助
言
・
指
導

情
報
還
元

事
例
収
集

相
談

情
報
還
元

事
例
収
集

相
談

○
て
ん
か
ん
診
療
拠
点
機
関
で

得
ら
れ
た
知
見
の
集
積

○
て
ん
か
ん
治
療
支
援
体
制
モ
デ
ル

の
確
立

な
ど

て
ん
か
ん
診
療

拠
点
機
関

○
て
ん
か
ん
に
関
す
る
専
門
的
な

相
談
支
援

○
て
ん
か
ん
患
者
へ
の
適
切
な
対
応

○
医
療
機
関
等
へ
の
助
言
・
指
導

○
関
係
機
関
等
と
の
連
携
・
調
整

○
て
ん
か
ん
患
者
や
そ
の
家
族
、

地
域
住
民
等
へ
の
普
及
啓
発
活
動 な
ど

患
者
・
家
族

地
域
住
民
等

普
及
啓
発

普
及
啓
発

相
談
支
援

相
談
支
援

（
全
体
イ
メ
ー
ジ
図
）

連
携
体
制
の
構
築

て
ん
か
ん
地
域
診
療
連
携
体
制
整
備
試
行
事
業

て
ん
か
ん
診
療

全
国
拠
点
機
関

平
成
2
7
年
度
予
算
額

→
平
成
2
8
年
度
予
算
（
案
）

7
,
1
2
5
千
円

9
,
0
1
4
千
円
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各
摂
食
障
害
治
療
支
援
セ
ン
タ
ー
で
得
ら
れ
た
知
見
を
集
積
し
、
共
通
し
た
有
効
な

摂
食
障
害
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
地
域
支
援
モ
デ
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
開
発
等
を
行
う

と
共
に
、
都
道
府
県
・
各
セ
ン
タ
ー
へ
の
技
術
的
支
援
を
行
う
。

摂
食
障
害
治
療
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
事
業

摂
食
障
害
の
特
性
や
支
援
方
法
に
関
す
る
知
識
・技
術
が
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
早
期
発
見
・早
期
支
援
に
課
題
が
あ
る
。
早
期
発
見
の
観

点
か
ら
は
、
若
年
女
性
に
多
く
発
症
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
住
民
へ
の
普
及
啓
発
に
加
え
て
地
域
・
行
政
等
含
め
た
関
係
者
間
の
連
携
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
早
期
支
援
の
観
点
か
ら
は
、
摂
食
障
害
の
治
療
が
で
き
る
医
療
機
関
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
患
者
・家

族
へ
の
相
談
支
援
や
啓
発
の
た
め
の
体
制
を
充
実
す
る
な
ど
の
地
域
連
携
支
援
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

現
状
と
課
題

①
効
果
的
な
摂
食
障
害
に
関
す
る
地
域
連
携
支
援
体
制
の
「
見
え
る
化
」
と
そ
の
横
展
開

②
摂
食
障
害
へ
の
早
期
発
見
・
早
期
支
援
の
実
現

期
待
さ
れ
る
成
果

摂
食
障
害
患
者
が
、
早
期
に
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
都
道
府
県
と
摂
食
障
害
治
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
働
に
よ
る
地
域
連
携
支
援
体

制
の
モ
デ
ル
を
具
体
化
す
る
。

教
育
機
関

市
町
村

医
療
機
関

地
域
連
携
支
援
体
制

都
道
府
県
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
）

摂
食
障
害
治
療
支
援
セ
ン
タ
ー

国
・
全
国
拠
点
（
摂
食
障
害
全
国
基
幹
セ
ン
タ
ー
）

住
民

摂
食
障
害
治
療
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
都
道
府
県
と
の
協
働
に
よ
っ
て
、
摂

食
障
害
に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
普
及
啓
発
、
他
医
療
機
関
へ
の
研
修
・
技
術
的

支
援
、
患
者
・
家
族
へ
の
技
術
的
支
援
、
関
係
機
関
と
の
地
域
連
携
支
援
体
制
の

構
築
の
た
め
の
調
整
を
行
う
。

【
都
道
府
県
・
摂
食
障
害
治
療
支
援
セ
ン
タ
ー
】

【
地
域
】

【
国
・
全
国
拠
点
（
摂
食
障
害
全
国
基
幹
セ
ン
タ
ー
）
】

摂
食
障
害
の
特
性
や
支
援
方
法
に
関
す
る
知
識
・
技
術
が
浸
透
す
る
よ
う
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
摂
食
障
害
を
発
症
し
た
患
者
に
関
わ
る
機
会
の
多
く
な
る
と
見
込
ま

れ
る
機
関
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
と
医
療
機
関
と
の
連
携
を
深
化
し
、
患
者
・
家

族
へ
の
相
談
支
援
や
啓
発
の
た
め
の
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
早
期
発

見
・
早
期
支
援
に
つ
な
が
る
地
域
の
実
現
を
目
指
す
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

患
者
・
家
族
会

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

事
業
概
要

平
成
27
年
度
予
算
額

18
,9
0
1千
円

→
平
成
28
年
度
予
算
（
案
）
13
,
48
6千
円
（
▲
5,
4
15
千
円
）
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【
概
要
】

都
道
府
県
に
高
次
脳
機
能
障
害
者
へ
の
支
援
拠
点
機
関
を
置
き
、
高
次
脳
機
能
障
害
者
に
対
す
る
専
門
的
な
相

談
支
援
、
関
係
機
関
と
の
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、
高
次
脳
機
能
障
害
に
関
す
る
研
修
等
を
行
い
高
次

脳
機
能
障
害
者
に
対
し
て
適
切
な
支
援
が
提
供
さ
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
。

（
都
道
府
県
地
域
生
活
支
援
事
業
と
し
て
実
施
）

【
事
業
の
具
体
的
内
容
】

○
支
援
拠
点
機
関
に
相
談
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
専
門
的
な
相
談
支
援
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、

調
整
を
行
う

○
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
及
び
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
を
す
る
等
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
う

○
自
治
体
職
員
、
福
祉
事
業
者
等
を
対
象
に
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
に
関
す
る
研
修
を
行
い
、
地
域
で
の
高
次
脳

機
能
障
害
支
援
体
制
の
整
備
を
行
う

○
支
援
拠
点
等
全
国
連
絡
協
議
会
へ
の
協
力

○
高
次
脳
機
能
障
害
情
報
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
各
都
道
府
県
拠
点
機
関
と
の
連
携
、
各
種
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
検
証
と
改
正
、
取
組
を
促
す
研
修
事
業
、
普
及
啓
発
活
動
に
加
え
、
様
々
な
情
報
を
収
集
・
整
理
・
発
信
し
、

ま
た
諸
機
関
に
対
す
る
相
談
を
実
施
す
る
な
ど
、
中
央
拠
点
と
し
て
総
合
的
な
支
援
を
行
う

【
支
援
拠
点
機
関
の
例
】

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
大
学
病
院
、
県
立
病
院

等

【
相
談
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
例
】

社
会
福
祉
士
、
保
健
師
、
作
業
療
法
士
、
心
理
技
術
者
等
、
高
次
脳
機
能
障
害
者
に
対
す
る
専
門
的
相
談
支
援
を
行
う

の
に
適
切
な
者

高
次
脳
機
能
障
害
及
び
そ
の
関
連
障
害
に
対
す
る
支
援
普
及
事
業
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８ 精神障害者保健福祉手帳について  

 

精神障害者保健福祉手帳所持者に係る公共交通機関の運賃割引については、

これまで、手帳の様式を見直して写真の貼付欄を設けるとともに、国土交通省

等へ働きかけを行っているところであるが、一部の公共交通機関において、依

然として運賃割引の適用を受けられない状況にある。  

今般、各自治体で行っていただいている精神障害者保健福祉手帳に基づくサ

ービスの実施状況について取りまとめ、別添のとおりお示しさせていただくの

で、各自治体におかれては、当該資料を参考としていただき、精神障害者保健

福祉手帳に基づくサービスの拡充や、交通担当部局との連携による公共交通機

関等への運賃割引の実施の働きかけ等、引き続きご協力をお願いしたい。 
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都道府県名 主　　な　　サ　　ー　　ビ　　ス　　の　　内　　容

北海道
公共施設利用料の減免、医療費助成制度（1級）、バス・タクシーの運賃助成、施設等通所交通費助成、通院交
通費助成、公営住宅単身入居・所得制限・当選率の優遇、水道料金の減免

青森県
県有施設等の使用料の免除・減免、県バス協会加盟民間及び市営バスの県内路線バス運賃割引、JRを除く県
内民間鉄道３社の鉄道運賃割引制度、１級所持者の医療費助成、県営住宅優先入居

岩手県
公共施設等の利用料の減免、県内路線バス運賃減免、県営住宅優先入居、タクシー券等交付(一部市町村)、通
所等交通費助成（一部市町村）、県内民間鉄道（いわて銀河鉄道）の運賃割引、パーキングパーミット制度に基づ
く利用者証の交付（１級）

宮城県
公共施設等の利用料の割引、県営住宅の一般向住宅の入居申込者に対する抽選での優遇、若しくは特別割当
住宅への申込、一般路線バス運賃の割引

秋田県 公共施設等の利用料の無料・割引、県内民営バス４社運賃割引、タクシー運賃の割引（一部）

山形県
医療費助成（１級）、県営住宅優先抽選、公共施設利用料の減免、県内路線バス（民営）運賃割引、市町村営路
線バス運賃減免（一部市町村）、タクシー利用券の交付（一部市町村）、自家用自動車のガソリン料金助成（一部
市町村）

福島県
全等級共通：県立施設（美術館、博物館、アクアマリン等）の利用料減免、住民税の障害者控除、生活福祉資金
の貸付、県路線バス３社・飯坂線・会津鉄道の運賃割引等
その他：医療費助成制度（１級、２・３級かつ身体障害者手帳又は療育手帳所持）

茨城県
県立施設等の入館料等の減免、県内民営バス１１社運賃割引、県内私鉄１社運賃割引、県営住宅の優先入居
（１、２級）

栃木県
県立施設等の利用料金の割引、県営住宅の入居に係る優遇措置、一部私営鉄道の運賃割引、一部路線バスの
運賃割引、バス・タクシー利用助成（一部市町）

群馬県 公共施設等の利用料の減免、私営鉄道（ＪＲ・東武除く）の運賃割引、路線バス（公営・民営）の運賃割引

埼玉県
公営住宅優先入居、公共施設使用料等の減免、県バス協会加盟バスの運賃割引、福祉タクシー券・自動車燃料
費助成（一部市町村）、市町村営循環バス運賃減免（一部市町村）、在宅重度心身障害者手当（１級　所得制限
等あり）、自動車運転免許取得費・自動車改造費助成（一部市町村）、手帳申請時の診断書料助成（一部市町）

千葉県
公共施設等の入園料等の減免、県営住宅の入居申込者に対する抽選での優遇（１、２級）、県営水道料金の一
部免除（１級）

東京都
都営住宅の優先入居・特別減額、都立施設使用料無料、都営交通乗車証の発行、都内路線バス運賃割引、都
立公園内駐車場の無料利用、一部タクシー運賃割引、全国３７ヶ所の宿泊施設利用料金の一部助成

神奈川県
県営住宅優先入居・家賃減免、タクシー券の交付（一部市町村）、公共施設利用料金免除、県営水道料金の減
免、在宅重度障害者等手当（身体・知的障害との重度重複の方に限る）、医療費助成制度（１級、通院医療のみ
対象）

新潟県 県立８施設の利用料の免除、県内路線バス運賃割引、佐渡汽船運賃割引

富山県
県立施設等の個人利用料金の減免（専用利用を除く）、私営鉄道（JR除く）、私営バスの運賃割引、県営住宅優
先入居

石川県
一部バス・鉄道・タクシーの運賃割引、公共施設等利用料の免除・割引、公営住宅入居時の優先措置,パーキン
グパーミット制度（いしかわ支え合い駐車場制度）に基づく利用者証の交付（１級）

福井県
医療費助成制度（１級、２級）、私営鉄道（ＪＲ除く）の割引、私営バスの運賃割引、市営バスの運賃割引（一部市
町）、タクシー利用券の交付（一部市町）、公営住宅の優先入居および家賃の減免（一部市町）、県立施設等の入
場料の免除・減免

山梨県
県有施設の無料・割引、医療費助成制度（１、２級）、公営住宅の優先入居、タクシー利用券の交付（一部市町村
実施）、県内路線バスの運賃割引、パーキングパーミット制度（やまなし思いやりパーキング制度）に基づく利用
者証の交付（１級）

長野県
県立施設の利用料等の減免、県営住宅の家賃の減免及び優先入居（単身も可）、タクシー利用料金・医療費助
成制度（一部市町村）、路線バス運賃割引、一部民間鉄道の運賃割引

岐阜県
県有施設の利用料の減免、免除、医療費助成制度（１、２級）、県営住宅の優先入居（１、２級）、県バス協会加盟
バスの運賃割引

静岡県
県バス協会加盟バス運賃割引、一部県内私営鉄道運賃割引、タクシー券交付（県内一部を除く）、県立施設等の
利用料の減免、県営住宅の入居条件の優遇、医療費助成制度（１級）

愛知県
公共住宅の優先入居・家賃の軽減、公共施設等の利用料免除・軽減、医療費助成制度（１、２級）、一部バス・タ
クシーの料金の減免・助成（市町村・バス会社独自制度）

三重県
県立施設等の利用料免除・減額、県営住宅の優先選考（１、２級）、バス・タクシー利用助成（一部市町を除く）、
医療費助成制度（1級）

滋賀県
自立支援医療（精神通院）自己負担分の助成（精神手帳１・２級）、公共施設の利用料減免、県営住宅入居抽選
優先倍率適用、一部路線バスの運賃割引（バス会社独自サービス）

京都府 公共施設の利用料減免、府営住宅の優先入居

大阪府 公共施設の利用料減免、府営住宅の福祉世帯向け応募、一部府内バス・タクシー料金の減免

兵庫県
県立施設等の利用料の減免、県営住宅の優先入居（１、２級）、医療費助成制度（１級）、パーキングパーミット制
度（兵庫ゆずりあい駐車場制度）に基づく利用証の交付（１級所持者でありかつ歩行が困難な者に限る）

奈良県
県立施設等の利用料の免除、民営バス運賃割引（バス会社独自サービス）、県営住宅自動車駐車場料金免除、
医療費助成制度(１、２級)

和歌山県
県有施設入場料・使用料の無料・減免、県営住居・入居所得基準の優遇（１、２級）、県営住宅優先抽選、県営駐
車場の使用料の減免、県立医科大学付属病院受診時の駐車場使用料免除、バス運賃割引（一部を除く）

鳥取県
県立施設等の利用料の減免、県内路線バスの運賃割引、医療費助成制度（１級）、県営住居入居優遇制度、自
動車運転免許取得費助成事業（一部市町村のみ実施・所得制限等あり）

島根県
県立施設等の利用料の減免、一部市町営バスの運賃割引、県内民営鉄道(JR除く)の運賃割引、タクシー券交付
（一部市町）、一部民営旅客船の運賃割引、県営住居入居優遇制度、一部市町営住宅入居優遇制度、医療費助
成制度（①１級の方、②２級の方で身体障害者手帳３級又は４級の方、③２級の方で知的障がいのある方）

岡山県
公共施設等の利用料の減免、路線バス運賃の減免、ＪＲ以外の一部私鉄の運賃の減免、県営住宅入居抽選に
おける優遇

地方公共団体における精神障害者保健福祉手帳に基づく主なサービス一覧

平成28年12月末現在
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都道府県名 主　　な　　サ　　ー　　ビ　　ス　　の　　内　　容

地方公共団体における精神障害者保健福祉手帳に基づく主なサービス一覧

平成28年12月末現在

広島県
旅客運賃割引（バス，電車(JR除く），アストラムライン）、県立施設等利用料の減免、県営住宅入居当選率の優
遇（１、２級），思いやり駐車場利用証の交付（１級）

山口県
公共施設利用料の減免、バス運賃割引、医療費助成（１級）、県営住宅入居抽選における優遇、パーキングパーミット制度
に基づく利用証の交付（１級）、自動車取得税・自動車税の減免

徳島県
路線バス運賃の減免、公共施設の利用料減免、県営住宅優先入居、パーキングパーミット制度に基づく利用証
の交付（１級）、自動車取得税・自動車税の減免（１級かつ通院医療）

香川県
県内公共施設等入園料等の免除・減免、タクシー（一部を除く)10%割引、路線バス等（一部を除く)運賃割引、
パーキングパーミット制度（かがわ思いやり駐車場制度）に基づく利用証の交付（１級）

愛媛県
公共施設等利用料の減免、公営住宅への優先入居、パーキングパーミット制度に基づく利用証の交付、公営バ
ス等運賃割引、フェリー等運賃割引（民間）、タクシー（一部を除く）10％割引（民間）、映画館割引（民間）

高知県
県立施設入場料・利用料の免除・減免、県営住宅の優先入居、パーキングパーミット制度（こうちあったかパーキ
ング制度）に基づく利用証の交付、とさでん交通（電車）運賃割引、土佐くろしお鉄道運賃割引、一部タクシー運賃
10％割引、路線バス運賃割引

福岡県
県立施設等の利用料の減免、県営住宅の優先入居、県内第三セク鉄道２社の運賃割引制度、医療費助成制度
（1級）、県内民間バス事業者１社の運賃割引制度、「ふくおか・まごころ駐車場」制度（１級）

佐賀県
公共施設等の利用料割引、県外第3セク鉄道2社の運賃割引、県内３社県外１社の県内路線バス運賃割引、乗
船運賃割引、県営住宅入居当選率の優遇、タクシー（一部を除く）10％割引

長崎県
公共施設の利用料減免、県内バス・路面電車運賃割引、タクシー（一部を除く）１０％割引、乗船運賃割引（一部
航路）、鉄道運賃割引（ＪＲ除く）、公営住宅の優先入居、障害者福祉医療制度（通院医療費助成、１級）

熊本県
県内バス・電車運賃割引（１～３級）（熊本市内在住者のバス・市電運賃の割引）、医療費助成（１級）、県立施設
使用料等の免除、県営住宅入居時抽選の倍率優遇、県立劇場主催事業の割引

大分県 公共施設の一部利用料減免、医療費助成（１級）、県営住宅入居抽選時の優遇

宮崎県 路線バス運賃割引、公営住宅の優先入居、県立施設の利用料減免

鹿児島県
路線バス等（一部を除く）の割引、県立施設等の使用料等減免・免除、タクシー（一部を除く）10％割引、県営住宅入居優先
制度（抽選回数２回）、パーキングパーミット制度に基づく利用証の交付（１級）、肥薩おれんじ鉄道利用割引（１・２級）

沖縄県
公共施設等の利用料の免除・割引、モノレール、路線バス、タクシーの運賃割引(民間会社独自制度)、県営住宅
入居抽選時に優遇措置（1、2級）

指定都市名 主　　な　　サ　　ー　　ビ　　ス　　の　　内　　容

札幌市
公共施設の使用料等の減免、交通費助成（タクシー利用券、バス・地下鉄乗車券、自家用車燃料券の３つから選
択）、通所交通費助成、市営住宅入居申込時の優遇措置、医療費助成（１級）

仙台市
交通費助成（タクシー利用券、バス・地下鉄乗車証、自家用車燃料費助成券の３つから選択交付）、市営駐車場
料金一部割引、市営住宅入居申込時の優遇措置、公共施設の使用料等の免除

さいたま市
福祉手当（１、２級）、手帳申請時の診断書料助成、医療費助成制度（１級又は２級かつ６５歳以上で後期高齢者医療加入者）、福祉タク
シー利用券（１級）、自動車燃料費助成（１級）、通所交通費助成、資源やごみの排出支援、公共施設の使用料減免、市営住宅の抽選に
おける優遇措置（１、２級）

千葉市
通所交通費助成、福祉タクシー利用券（１級）または自動車燃料費助成（１級）、市営住宅入居の優遇措置（１，２級）、公共
施設の利用料免除、医療費助成（１級）、福祉手当（１級）、路線バス運賃割引、モノレール運賃割引、市営駐車場・駐輪場
利用料の免除、上下水道料金の減免（１級）

横浜市
水道料金等の減免、バス・地下鉄等特別乗車券の交付、住み替え家賃助成、民間住宅あんしん入居（保証人がいない方
に対しての民間住宅への入居支援）、市営住宅入居優遇、医療費助成

川崎市
交通費助成（市内運行バス乗車券、タクシー利用券（1級）から選択交付）、タクシー10％割引、公営施設等の入場料割引、
医療費助成（１級対象、入院除く）、市営住宅入居優遇制度、居住支援制度(保証人がいない方に対しての民間住宅の入
居支援）

相模原市
福祉手当支給、交通費助成（タクシー券・ガソリン券）【１，２級】、医療費助成【１，２級】、公共施設等の利用料優
遇、公共下水道使用料減免【１級】、市営駐輪場の割引、市営駐車場の割引【１級】、市営住宅入居優遇

新潟市
市立施設の利用料・入場料の減免、市営住宅の入居抽選の優遇（1、2級）、重度障がい者医療費助成（１級）、精
神科入院医療費の助成（1,2級、重度障がい者医療費助成の対象とならない者、所得制限あり）、路線バスの運
賃割引

静岡市
交通費助成（市内バス電車又はＪＲ乗車券の交付）、市立施設のうち減免規定のある施設で入場料等を減免、医
療費助成（１級）

浜松市
交通費助成（バス・電車券、タクシー券、ガソリン券等から選択交付）、市立施設のうち減免規定のある施設で入
場料等を減免、重度心身障害者医療費助成（１級）

名古屋市
福祉特別乗車券の交付（市バス、地下鉄）・福祉タクシー利用券（１級）、市営交通料金の割引、障害者医療費助成（１、２
級、所得制限あり）、障害者自立支援配食サービス、市営住宅の入居、市営施設等利用料の免除・割引、資源やごみの排
出支援

京都市
公共施設の利用料減免、福祉乗車証（市バス、市営地下鉄、一部民営バス）、タクシー利用券(1級)、市営住宅の
優先選考、自立支援医療負担額の軽減

大阪市
市営交通運賃の免除・割引、市内文化施設への入場優待、本市公営自動車駐車場・自転車駐輪場利用料の減
免

堺市 市立施設等の利用料の減免、手帳申請時の診断書料助成（市民税非課税世帯の方）

神戸市
福祉乗車証（市バス・地下鉄等無料パス）、有料施設等利用料減免、市立駐車場の割引(1級、介護者運転）、重
度障害者医療費助成（１級、所得制限あり）、市営住宅の優遇抽選、障害者特別給付金（１、２級、制度的無年金
者、所得制限あり）、

岡山市
市立施設使用料等の減免・割引、駐車場使用料金の減免・割引、市営住宅入居抽選時の優遇措置、路線バス
運賃の割引、市内中心部の路面電車運賃の割引、家庭ごみ有料化減免制度、岡山市の許可保育園の保育料
免除、生活福祉資金貸付制度

広島市
バス・市内電車の運賃の割引、公共交通機関利用助成（所得制限）、福祉タクシー利用助成（１級、所得制限）、上下水道
料金の減免（１、２級）、公共施設利用料の減免、大型ごみ排出支援（単身者）、自動車運転免許取得助成、市営駐車場等
の駐車料金の減免（1級）、市営駐輪場の駐輪料金の減免、市営住宅の入居抽選の優遇（１,2級）

福岡市
市営住宅の優遇措置及び家賃の減免、市立施設等の利用料の減免、市営地下鉄運賃の助成、交通費の助成
（７０歳以上）、自動車運転免許取得の助成、医療費助成（１級）、移動支援（１・２級，児童，自己負担あり）

北九州市
公営住宅専用募集枠、市営バス福祉優待乗車証、市営渡船運賃割引、公共施設利用料減免、障害者あんしん法律相
談、自動車運転免許取得助成、タクシー利用券（１級）、モノレール乗車券割引、医療費助成、交通費助成

熊本市
市営住宅の優遇措置、医療費助成（１級）、優待証（施設入場料の免除、市内運行の路線バス・電車の利用料の
減額）の交付、施設入場料等の減免、タクシー券（１、２級）の交付、自動車運転免許取得の助成
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９ 災害時等の心のケア対策について 

 

（１）大規模な災害・事件・事故の際の心のケア対策について  

近年、地震、水害、火山の噴火等、災害の発生に伴い、住民等に対する心

のケアを求められる局面が増えている。また、犯罪、事故等の人為災害にお

いても、心のケアの必要性が強く認識されている。  

平成 28 年熊本地震では、発災直後から DMHISS を活用して災害派遣精神医

療チーム（DPAT）の情報集約、派遣調整を行い、熊本県からの派遣要請に基

づき、震災発生当日に DPAT を派遣し、広範な地域のチームが現地入りした。 

現地では、精神科医療機関への支援として、被災した精神科医療機関から

県内及び県外の医療機関に患者搬送を行うとともに、避難所内の巡回活動、

被災者の精神面に関する相談や健康調査、不眠に係るリーフレットの配布等

の活動を実施し、現地支援者の支援として、地方公共団体の行政職員等を対

象としたメンタルヘルス相談等も行われた。 

こうした活動の一方で、平成 28 年熊本地震では、被災規模が大きく、多

くの自治体からの DPAT 派遣が必要となったため、専門的研修を受けていな

い DPAT も活動せざるを得なかったこと、自治体職員への支援者支援、精神

科医療機関における訪問診療の依頼等の中長期の支援について、従来想定し

ていた活動の範疇を越える広範な依頼があり対応に苦慮したこと、などの課

題点も明らかとなった。 

平成 28 年熊本地震で課題となった事例や今後の災害時に向けて早急に対

応すべき事項については、今回の事例を教訓に体制整備を早急に進める必要

があることから、平成 29 年度予算案において、DPAT 事務局関係経費として

0.4 億円（対前年比 0.2 億円増）を確保している。これにより、DPAT の司令

塔機能と自治体支援機能が強化され、平成 28 年熊本地震の活動経験を活か

した専門的な研修・訓練を実施し、DPAT の体制を全国的に整備することとし

ており、各自治体におかれては、DPAT 事務局による DPAT 関連研修への参加

や「災害派遣精神医療チーム体制整備事業」を活用するなどして、災害時等

の心のケア体制の整備を推進していただくようお願いする。  

更に、平成 27 年 7 月に一部修正された防災基本計画では、国〔厚生労働

省〕及び都道府県は、DPAT 等の整備に努めるものとされているため、地域防

災計画の改訂時においても、防災担当部局と連携し、DPAT 等の整備について

明記していただくようお願いする。 

また、DPAT の運用に資するよう、平成 25 年 4 月（平成 26 年 1 月改訂）に

「災害派遣精神医療チーム（DPAT）活動要領」を作成しているところである

が、平成 28 年熊本地震での対応を踏まえ、平成 28 年 3 月末までに改訂を行

う予定である。 

なお、厚生労働省では、精神保健福祉センター、保健所、病院等に勤務し

ている医師、看護師、精神保健福祉士等を対象とした PTSD に関する専門的

な養成研修を実施し、精神保健活動の充実の推進を図っているところである
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が、平成 29 年度予算案において 12 百万円（対前年比 6 百万円増）を確保し、

研修内容の更なる充実を図ることとしており、関係機関に所属する職員の研

修への参加について配慮いただきたい。  

 

（２）東日本大震災の被災地の心のケアについて  

東日本大震災の被災者の心のケア対策については、平成 23 年度から、被

災 3 県に心のケアセンターを設置し、専門職による、心の不調を訴える被災

者の自宅や仮設住宅への訪問支援、各保健所及び市町村の保健活動への支援

等を実施している。 

被災者一人ひとりが直面している課題は、個人の置かれた環境、復興の進

捗状況等に応じて様々で、避難生活の長期化や恒久住宅への移転に伴う被災

者の心のケアについて、復興のステージに応じたきめ細かな支援が必要となっ

ている。 

このため、平成 29 年度に、「心のケアセンター連携強化会議（仮称）」を開

催し、心のケアセンター間の取組の情報交換を行い、連携の強化を図ることと

しており、被災 3 県におかれては、関係者の会議への参加と必要な協力につ

いてお願いする。 

また、原子力発電所事故により福島県外へ避難している方への心のケアに

ついては、福島県の「被災者の心のケア支援事業」において、福島県から委

託を受けた民間団体等が、福島県外避難者を対象とした電話相談窓口を設置し

て取り組んでいる。今後は、福島県外避難者に対する心のケア相談体制の充実

の観点から、福島県におかれては、当該相談窓口の更なる周知方策について、

速やかに検討を行うとともに、福島県から委託を受けた民間団体等の関係者

の取組の情報交換による連携の推進を目的とした会議の速やかな開催をお

願いする。 

 

（３）平成 28 年熊本地震の心のケアについて  

平成 28 年熊本地震心のケア対策については、平成 28 年予備費により、心

のケアを行う活動拠点として「熊本こころのケアセンター」を設置し、心の

ケアに関する相談支援、訪問支援等を支援している。  

平成 29 年度予算案において 59 百万円を確保しており、熊本県におかれて

は、引き続き関係市町村及び医療機関等の関係機関と連携し、変化するニー

ズに的確に対応し、被災者の心の健康の維持・向上に向けた事業の効果的な

実施をお願いする。 

 

（４）災害等によるストレス関連疾患対策情報支援センターの設置について 

近年、地震・風水害などの自然災害、大規模事故、犯罪被害等において、

いわゆる「心のケア」の重要性は精神保健医療関係者のみならず、一般社会

においても強く認識されている。こうしたストレス状況下においては PTSD
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のみならず、適応障害、うつ等のストレス関連疾患全般に対して包括的な対

策を行う必要があるため、被災者・被害者等に対して適切なケアを提供して

いける体制が広く求められている。 

このため、災害等によるストレス関連疾患に係る関係機関への総合的な助

言指導、データ分析、情報発信を一体的に行う、全国的な調査分析機関（シ

ンクタンク）として、「災害等によるストレス関連疾患対策情報支援センタ

ー」を設け、経時的な症状や治療内容等の把握及び分析、エビデンスの蓄積、

積極的な発信を行い、我が国の災害等ストレス関連疾患対策の底上げを図る

こととしており、平成 29 年度予算案において 15 百万円（対前年比 5 百万円

増）を確保している。 

なお、心のケアセンターや精神保健福祉センター、民間団体等による福島県

避難者の相談情報を集約し効果的に活用する観点から、「災害等によるストレ

ス関連疾患対策情報支援センター」において、平成 29 年度中に当該データ

の分析を行い、当該分析結果の発信と、災害等避難者の心のケアに係る専門研

修の開催を予定していることから、相談情報の提供、関係者の研修への参加

と必要な協力についてお願いする。 
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D
P
A
T
（
災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム
）

平
成
28
年
度
予
算
額
：
20
,2
96
千
円
⇒
平
成
29
年
度
予
算
案
：
37
,2
97
千
円
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フ
ェ
ー
ズ

/
活
動

発
災
～

６
時
間

～
７
２
時

間
～
１
週
間
程

度
～
１
ヶ
月
程
度

～
３
ヶ
月
程
度
３
ヶ
月

程
度
～

精 神 科 医 療 機 関

支 援

地 域 精 神 医 療 活 動

フ
ェ
イ
ズ
ご
と
の
D
P
A
T
の
活
動
内
容

入
院
患
者
の
搬

送
支
援

被
災
病
院

復
旧
支
援

避
難
所
で
の
診
療
/
医
療
機
関
へ

の
つ
な
ぎ

対
象
：
災
害
前
よ
り
精
神
疾
患
を
持

つ
避
難
者

避
難
所
で
の
診
療
/
医
療
機
関
へ
の
つ

な
ぎ
対
象
：
災
害
後
に
新
た
に
精
神
的
問
題

を
生
じ
た
避
難
者

支
援
者
へ
の
支
援

調 整 本 部 立 上 げ
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D
P
A
T
先
遣
隊
チ
ー
ム
数

44

青
森
県

青
森
県
立
つ
く
し
が
丘
病

院 医
療
法
人
青
仁
会
青
南
病

院

岩
手
県
学
校
法
人
岩
手
医
科
大

学

宮
城
県
宮
城
県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー

山
形
県
山
形
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療

セ
ン
タ
ー

福
島
県
福
島
県
立
矢
吹
病
院

茨
城
県

茨
城
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療

セ
ン
タ
ー

筑
波
大
学
附
属
病
院

栃
木
県
県
立
岡
本
台
病
院

埼
玉
県
埼
玉
県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー

千
葉
県
千
葉
県
精
神
科
医
療
セ
ン

タ
ー

神
奈
川

県

神
奈
川
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

神
奈
川
県
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー

新
潟
県
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

石
川
県
石
川
県
立
高
松
病
院

福
井
県
福
井
県
立
病
院

静
岡
県
静
岡
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療

セ
ン
タ
ー

愛
知
県
愛
知
県
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー

三
重
県

三
重
県
立
こ
こ
ろ
の
医

療
セ
ン
タ
ー

国
立
病
院
機
構
榊
原
病

院

大
阪
府
大
阪
府
立
精
神
医
療
セ

ン
タ
ー

兵
庫
県
兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

セ
ン
タ
ー

和
歌
山

県
和
歌
山
県
立
こ
こ
ろ
の

医
療
セ
ン
タ
ー

島
根
県
島
根
県
立
こ
こ
ろ
の
医

療
セ
ン
タ
ー

岡
山
県
岡
山
県
精
神
科
医
療
セ

ン
タ
ー

広
島
県
医
療
法
人
せ
の
が
わ

瀬
野
川
病
院

山
口
県
山
口
県
立
こ
こ
ろ
の
医

療
セ
ン
タ
ー

徳
島
県
徳
島
県
立
中
央
病
院

佐
賀
県
独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
肥
前
精
神
医
療

セ
ン
タ
ー

長
崎
県
長
崎
県
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー

宮
崎
県

県
立
宮
崎
病
院

社
会
医
療
法
人
同
心
会

古
賀
総
合
病
院

宮
崎
大
学

沖
縄
県
国
立
病
院
機
構
琉
球
病

院

北
九
州

市

産
業
医
科
大
学
病
院

医
療
法
人
清
陵
会

南
ヶ
丘
病
院

3
6
チ
ー
ム
（
3
0
自
治
体
）

(平
成
2
8
年
8
月
1
6
日
時
点
)

自
治
体

登
録
機
関
名

自
治
体

登
録
機
関
名
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東
日
本
大
震
災
に
係
る
心
の
ケ
ア
の
取
組
の
充
実
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
係
る
心
の
ケ
ア
の
取
組
の
充
実
に
つ
い
て
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熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

平
成
２
９
年
度
予
算
額
：５
９
百
万
円

- 108-



10 性同一性障害の相談窓口について  

 

 性同一性障害は、生物学的な性と心理的な性の不一致を来している状態であ

り、自らの性別に対する不快感・嫌悪感、反対の性別に対する強く持続的な同

一感、反対の性役割を求めることが特徴的である。  

性同一性障害については、各自治体の精神保健福祉センターなどで相談等の

対応が行われているが、性同一性障害の相談ができることの周知が図れていな

いことや、相談が出来る医療機関等が少ないことが課題となっている。このた

め、普及啓発を促進する観点から、厚生労働省のホームページの「みんなのメ

ンタルヘルス総合サイト」に「性同一性障害」の説明を掲載しており、ご活用

いただきたい。 

（http://www.mhlw.go.jp/kokoro/know/disease_gender.html） 

 現在、性同一性障害の診断及び治療については、日本精神神経学会がまとめ

たガイドラインに基づき診断と治療が行われている。  

 しかしながら、①性同一性障害にはうつ病等の精神疾患が合併することが多

いこと、②性同一性障害に関する相談についての周知が図れていないこと、③

相談できる専門の医療機関等が少ないこと等が課題となっている。  

 そのため、悩んでいる方が相談しやすい体制整備が重要であると考えており、

具体的な取組を行っている別添の自治体における取組例なども参考に、各自治

体での性同一性障害の相談体制を整えるとともに、その周知をお願いしたい。 
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性
同
一
性
障
害
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

性
同
一
性
障
害
は
生
物
学
的
な
性
と
心
理
的
な
性
の
不
一
致
を
来
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、

・
自
ら
の
性
別
に
対
す
る
不
快
感
・嫌
悪
感

・
反
対
の
性
別
に
対
す
る
強
く
持
続
的
な
同
一
感

・
反
対
の
性
役
割
を
求
め
る

こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

諸
外
国
の
統
計
等
か
ら
、
お
お
よ
そ
男
性
３
万
人
に
１
人
、
女
性
１
０
万
人
に
１
人
の
割
合
で
存
在
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

現
状
と
課
題

【
診
断
・
治
療
】

・
性
同
一
性
障
害
に
つ
い
て
、
我
が
国
で
は
、
日
本
精
神
神
経
学
会
が
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
診
断
と
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
。

→
診
断
：
性
同
一
性
障
害
に
十
分
な
理
解
と
経
験
を
も
つ
２
名
の
精
神
科
医
が
一
致
し
た
診
断
を
下
す
こ
と
で
確
定
。

→
治
療
：
精
神
科
領
域
の
治
療
（
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
、
実
生
活
経
験
）、
身
体
的
治
療
（
ホ
ル
モ
ン
療
法
、
乳
房
切
除
術
、
性
別
適
合
手
術
）

【
課
題
】

・
性
同
一
性
障
害
に
は
う
つ
病
等
の
精
神
疾
患
が
合
併
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と

・
各
自
治
体
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
相
談
等
の
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
性
同
一
性
障
害
の
相
談
が
で
き
る
こ
と
の
周
知

が
図
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
相
談
が
出
来
る
医
療
機
関
等
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

・
川
崎
市
、
鹿
児
島
市
、
日
置
市
、
鳴
門
市
で
は
性
同
一
性
障
害
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。

自
治
体
で
の
取
組
例

悩
ん
で
い
る
方
が
相
談
し
や
す
い
体
制
整
備
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
各
自
治
体
で
性
同
一
性
障
害

の
相
談
対
応
の
更
な
る
拡
充
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
｢み
ん
な
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
総
合
サ
イ
ト
｣）
を
通
じ
た
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

概
要

1
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川
崎
市
の
性
同
一
性
障
害
に
対
す
る
先
進
的
取
組
事
例

平
成
２
２
年
３
月
、
川
崎
市
内
在
住
の
中
学
校
卒
業
予
定
の
子
ど
も
を
持
つ
母
親
か
ら
の
「
性
同
一
性
障
害
の
相
談
窓
口
を
わ
か
り
や
す
く

し
て
欲
し
い
」
と
い
う
市
長
へ
の
手
紙
を
受
け
、
川
崎
市
市
民
こ
ど
も
局
人
権
・
男
女
共
同
参
画
室
が
調
整
役
と
な
り
、
川
崎
市
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
教
育
委
員
会
及
び
児
童
相
談
所
が
連
携
し
て
、
市
民
に
対
し
て
相
談
窓
口
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
取
組
を
開
始
し
た
。

（
平
成
２
２
年
５
月
よ
り
川
崎
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
た
に
『性
同
一
性
障
害
に
つ
い
て
の
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
へ
』
を
掲
載
。
）

経
緯

・
原
則
的
に
、
川
崎
市
在
住
・在
学
・在
勤
の
方
を
対
象
と
し
て
相
談
を
受
け
て

い
る
。

・
性
同
一
性
障
害
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
方
が
分
か
り
や
す
く
、
相
談
し
や
す
く

な
る
よ
う
、
『
性
同
一
性
障
害
に
つ
い
て
の
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
へ
』と
い
う

ペ
ー
ジ
内
に
相
談
窓
口
を
一
覧
で
掲
載
し
て
い
る
。

・
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
の
窓
口
も
「
性
同
一
性
障
害
」専
用
の
相
談
機
関
で

は
な
い
。

・
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
・・
・主
に
高
校
生
年
齢
以
上
を
対
象
に
、
精
神

保
健
相
談
と
し
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

・
児
童
相
談
所
、
教
育
委
員
会
・・
学
齢
期
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
か
ら
だ
と
こ

こ
ろ
の
悩
み
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
よ
り
専
門
性

の
高
い
対
応
を
期
待
さ
れ
相
談
件
数
の
増
加
も
想
定
さ
れ
た
た
め
、
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
人
権
・男
女
共
同
参
画
室
が
研
修
会
を
開
催
し
た
。

・
学
校
・
相
談
機
関
関
係
者
、
全
庁
職
員
に
対
し
周
知
を
行
い
、
性
同
一
性
障

害
の
専
門
医
師
や
当
事
者
の
方
を
講
師
に
迎
え
て
講
演
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
職
員
の
性
同
一
性
障
害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
実
際
の
相
談
対
応

時
の
参
考
と
し
て
い
る
。

相
談
員
・
関
係
者
等
へ
の
研
修
会

川
崎
市
内
に
お
け
る
性
同
一
性
障
害
の
相
談
体
制

実
際
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ht

tp
:/

/w
w

w
.c

ity
.k

aw
as

ak
i.j

p/
25

/2
5z

in
ke

n/
ho

m
e/

se
id

ou
its

u/
se

id
ou

its
u.

ht
m

l） 2
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3

・
平
成
２
４
年
９
月
よ
り
人
権
推
進
課
の
女
性
子
ど
も
支
援
セ
ン

タ
ー
『
ぱ
ぁ
と
な
ー
』
内
に
「
性
同
一
性
障
害
に
関
し
て
お
悩
み
の

方
へ
」
と
い
う
相
談
窓
口
を
開
設
し
た
。

・
相
談
窓
口
は
「
性
同
一
性
障
害
」
専
用
の
相
談
機
関
で
は
な
い
。

・
相
談
対
象
者
は
、
鳴
門
市
在
住
の
方
に
限
ら
ず
、
広
く
受
け
付

け
て
い
る
。

・
相
談
体
制
と
し
て
、
電
話
と
メ
ー
ル
、
来
庁
に
よ
る
手
段
が
あ
る
。

・
相
談
内
容
に
応
じ
、
各
種
相
談
機
関
、
医
療
機
関
を
紹
介
を
し

て
い
る
。

・
そ
の
他
の
取
組
と
し
て
、
性
同
一
性
障
害
に
つ
い
て
の
講
演
を

年
１
回
行
っ
て
い
る
。

鳴
門
市
の
取
組
事
例 実
際
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ht

tp
:/

/w
w

w
.c

ity
.n

ar
ut

o.
to

ku
sh

im
a.

jp
/c

on
te

nt
s/

jo
se

ish
ie

n/
pd

f/
gi

d.
pd

f ）

日
置
市
の
取
組
事
例

・
平
成
２
４
年
６
月
よ
り
男
女
共
同
参
画
の
相
談
窓
口
内
に
「性
同

一
性
障
が
い
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
」と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
、
そ
の
ペ
ー
ジ
内
で
連
絡
先
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
相
談
窓
口
は
「
性
同
一
性
障
害
」
専
用
の
相
談
機
関
で
は
な
い
。

・
相
談
対
象
者
は
原
則
、
日
置
市
在
住
・在
学
・在
勤
の
方
で
あ
る
。

・
相
談
体
制
は
、
電
話
対
応
お
よ
び
面
談
が
あ
る
。

開
設
経
緯
及
び
相
談
体
制

実
際
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ht

tp
:/

/w
w

w
.c

ity
.h

io
ki

.k
ag

os
hi

m
a.

jp
/m

od
ul

es
/c

on
te

nt
00

1/
in

de
x.

ph
p?

id
=1

88
 ）

開
設
経
緯
及
び
相
談
体
制
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11 心神喪失者等医療観察法の地域連携等について 

 

 「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する

法律」（以下「法」という。）は、平成 15 年７月に公布、平成 17 年７月に施行

され、心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った法対象者に対して、適切な

医療を提供し、社会復帰の促進を図っているところである。  

 

（１）指定入院医療機関の現状  

法に基づく指定入院医療機関の整備については、全国で予備病床を含め

800 床程度を目標として整備を進めてきており、これまでに 32 箇所 825 床の

整備が行われたところである。 

また、今年度（平成 28 年度）における平均在院者数は運用病床数（747

床）内で推移している状況にある。 

指定入院医療機関については、地域偏在を解消し、入院対象者の円滑な社

会復帰に必要な医療環境を整備するため、指定入院医療機関の整備が必要で

ある地域（北海道など）に対して引き続き、協力要請を行っていくこととし

ているので、ご協力をお願いする。 

 

（２）地域処遇の円滑な実施のための指定通院医療機関の確保等について  

法に基づく地域社会における処遇については、「地域社会における処遇の

ガイドライン」（平成 17 年７月 14 日障精発第 0714003 号）に基づき、都道

府県の主管課をはじめ地域で精神保健福祉に携わる関係機関にご協力をい

ただいているところであるが、より円滑な実施のためには、地域処遇体制の

基盤構築及びその充実を図ることが重要である。 

とりわけ、指定通院医療機関の確保については、通院対象者の住み慣れた

地域から容易にアクセスできる範囲に確保する必要があることや、大都市部

において不足していることが指摘されているところであり、対象者の円滑な

社会復帰を促進する上で、極めて重要な課題となっている。 

指定通院医療機関の拡充に向けては、法務省と連携して取組を続けている

ところであるが、今年度（平成 28 年度）から、指定通院医療機関の確保に

向けた課題の解決や関係機関相互の更なる連携強化等を目的とした指定医

療機関地域連携体制強化に関する意見交換会を実施した（今年度は、関東信

越厚生局ブロック及び近畿厚生局ブロックで開催）。 

次年度（平成 29 年度）においても引き続き実施する予定であり、今後参

画の依頼をさせていただくので積極的なご協力をお願いする。 

また、法対象者への処遇が適切に図られるよう、市町村や地方厚生局とも

緊密に連携の上、①必要数の他、クロザピンが使用可能な指定通院医療機関

を中心に、地域バランスを踏まえた指定の推薦、②居住支援をはじめとする

障害福祉サービス等の提供の推進、③ケア会議や地域連絡会議への参加を通

じた関係機関との連携の強化について、引き続きご理解とご協力をいただく
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とともに、医療観察法による処遇終了後の社会生活が円滑に行われるため、

保健所を中心とした継続的な相談指導等を行うとともに、必要な医療や福祉

による支援を適切に行うための「精神障害にも対応した地域包括ケアシステ

ム」の構築に向けた取組みを推進するよう併せてお願いする。  
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1

重
大
な
他
害
行
為

①
殺
人
②
放
火
③
強
盗
④
強
姦

⑤
強
制
わ
い
せ
つ
⑥
傷
害

※
①
～
⑤
は
未
遂
を
含
む

実
刑
判
決

裁
判
所

検
察
官

（
心
神
喪
失
等
を
理
由
）

不
起
訴

無
罪
等

検 察 官 に よ る 申 立 て

地 方 裁 判 所 に お け る 審 判

退
院
決
定

入 院 決 定 通 院 決 定

鑑 定 入 院

一
般
の
精
神
保
健
福
祉

平
成
1
5
年
7
月
成
立
・
公
布
、
平
成
1
7
年
7
月
1
5
日
施
行

（
心
神
喪
失
等
を
認
定
）

再
入
院
決
定

医
療
観
察
法
に
お
け
る
入
院
医
療
及
び

通
院
医
療
は
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う

刑
務
所

不 処 遇

（
制
度
は
、
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
共
管
）

鑑
定
入
院
は
、
精
神
科
病
院
で
実
施

（
期
間
は

2ヶ
月
が
原
則
・
最
長

3ヶ
月
）

心
神
喪
失
等
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
、
継
続
的
か
つ
適
切
な
医
療
並
び
に
そ
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
観
察
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

病
状
の
改
善
及
び
同
様
の
行
為
の
再
発
防
止
を
図
り
、
そ
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
よ
う
、
対
象
者
の
処
遇
を
決
定
す
る
手
続
等
を
定
め
る
も
の
。

裁
判
官
と
精
神
保
健
審
判
員
の
合
議
制

精
神
保
健
参
与
員
が
必
要
な
意
見
を
述
べ
る

逮
捕
・
送
検

起
訴

処
遇
終
了

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
の
仕
組
み 1

入
院
医
療
の
提
供

・
入
院
医
療
（
指
定
入
院
医
療
機
関
）

・
設
置
主
体
は
、
国
、
都
道
府
県
、
特
定
地
方

独
立
行
政
法
人
（
公
務
員
型
）
に
限
定
。

・
入
院
期
間
の
上
限
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
１
８
ヶ
月
程
度
を
標
準
と
し
て

い
る
。

地
域
で
の
支
援

・
精
神
保
健
観
察
（
保
護
観
察
所
）

・
入
院
に
よ
ら
な
い
医
療
（
通
院
医
療
）

・
指
定
通
院
医
療
機
関
に
つ
い
て
は

設
置
主
体
制
限
は
な
し

（
通
院
は
、
原
則
３
年
。
必
要
が
あ
れ
ば

２
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
延
長
可
）

・
精
神
保
健
福
祉
法
等
に
基
づ
く
援
助

（
都
道
府
県
・
市
町
村
等
）
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指
定

新
規
開
棟
（
整
備
中
）

指
定
入
院
医
療
機
関
の
整
備
状
況
(H
2
9
.1
.1
現
在
)

や
ま
と
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

東
京
都
立
松
沢
病
院

鹿
児
島
県
立
姶
良
病
院

小
諸
高
原
病
院

国
関
係
：
4
8
7
床

都
道
府
県
関
係
：
3
3
8
床

合
計
：
8
2
5
床

岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー

長
崎
県
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

静
岡
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

下
総
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー

花
巻
病
院

山
梨
県
立
北
病
院

さ
い
が
た
医
療
セ
ン
タ
ー

北
陸
病
院

賀
茂
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

東
尾
張
病
院

肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

琉
球
病
院

菊
池
病
院

大
阪
府
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

群
馬
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院

神
奈
川
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

長
野
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療

セ
ン
タ
ー
駒
ヶ
根

鳥
取
医
療
セ
ン
タ
ー

榊
原
病
院

山
口
県
立
こ
こ
ろ
の

医
療
セ
ン
タ
ー

茨
城
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

埼
玉
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

滋
賀
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

山
形
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

栃
木
県
立
岡
本
台
病
院

島
根
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

（
2
9
年
開
棟
予
定
）

2
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指
定
入
院
医
療
機
関
の
整
備
状
況

１
．
国
関
係

平
成

29
年

1月
1日
現
在

※
は
整
備
中
の
医
療
機
関

（
病
床
数
は
予
備
病
床
を
含
む
）

①
国
立
病
院
機
構
花
巻
病
院
（
岩
手
県
）

3
3床

②
国
立
病
院
機
構
下
総
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
県
）

3
3床

③
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
（
東
京
都
）

6
6床

④
国
立
病
院
機
構
久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
（
神
奈
川
県
）

5
0床

⑤
国
立
病
院
機
構
さ
い
が
た
医
療
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
県
）

3
3床

⑥
国
立
病
院
機
構
北
陸
病
院
（
富
山
県
）

3
3床

⑦
国
立
病
院
機
構
小
諸
高
原
病
院
（
長
野
県
）

1
7床

⑧
国
立
病
院
機
構
東
尾
張
病
院
（
愛
知
県
）

3
3床

⑨
国
立
病
院
機
構
榊
原
病
院
（
三
重
県
）

1
7床

⑩
国
立
病
院
機
構
や
ま
と
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
（
奈
良
県
）

3
3床

⑪
国
立
病
院
機
構
鳥
取
医
療
セ
ン
タ
ー
（
鳥
取
県
）

1
7床

⑫
国
立
病
院
機
構
賀
茂
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
（
広
島
県
）

3
3床

⑬
国
立
病
院
機
構
肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
県
）

3
3床

⑭
国
立
病
院
機
構
菊
池
病
院
（
熊
本
県
）

2
3床

⑮
国
立
病
院
機
構
琉
球
病
院
（
沖
縄
県
）

3
3床

3

- 117-



２
．
都
道
府
県
関
係

（
病
床
数
は
予
備
病
床
を
含
む
）

※
は
整
備
中
の
医
療
機
関

※
病
床
整
備
の
現
状
：
82

5床
〔
う
ち
国
関
係
：
48

7床
都
道
府
県
関
係

33
8床
〕
（
平
成

29
年

1月
1日
現
在
）

指
定
入
院
医
療
機
関
の
整
備
状
況

4

①
山
形
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

1
7
床

②
茨
城
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

1
7
床

③
栃
木
県
立
岡
本
台
病
院

1
8
床

④
群
馬
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

1
6
床

⑤
埼
玉
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

3
3
床

⑥
東
京
都
立
松
沢
病
院

3
3
床

⑦
神
奈
川
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

3
3
床

⑧
山
梨
県
立
北
病
院

5
床

⑨
長
野
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
駒
ヶ
根

6
床

⑩
静
岡
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

1
2
床

⑪
滋
賀
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

2
3
床

⑫
大
阪
府
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

3
3
床

⑬
岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー

3
3
床

⑭
山
口
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

8
床

⑮
長
崎
県
病
院
企
業
団
長
崎
県
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

1
7
床

⑯
鹿
児
島
県
立
姶
良
病
院

1
7
床

⑰
愛
知
県
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

1
7
床

⑱
島
根
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

整
備
中
（
平
成
2
9
年
開
棟
予
定
、
8
床
）
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指
定
入
院
医
療
機
関
の
専
用
病
棟
に
お
け
る
入
院
に
よ
る
医
療
の
提
供

医
療
観
察
法
に
基
づ
く
入
院
か
ら
社
会
復
帰
の
流
れ

入 院 決 定

退 院 決 定

都
道
府
県

保
健
所
・
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
町
村

障
害
保
健
福
祉

担
当
部
局

指
定
通
院
医
療
機
関

障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者

対
象
者
は
保
護
観
察
所
の
精
神
保
健
観

察
下
に
お
い
て
通
院
医
療
を
受
け
る

帰
住
地
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

※
通
院
期
間
終
了
後
は
、
地
域
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
枠
組
み
に
移
行

【
入
院
処
遇
中
】

【
通
院
処
遇
中
】

原
則
３
年
間
（
最
大
５
年
間
）

5
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医
療
観
察
法
と
精
神
保
健
福
祉
法
と
の
関
係 時
間

ケ
ア
密
度

精
神
保
健
福
祉
法
に
よ
る
支
援

通
院
処
遇

入
院
処
遇

医
療
観
察
法
に
よ
る
処
遇
の
終
了

後
も
精
神
保
健
福
祉
法
に
よ
る
援

助
は
継
続
さ
れ
る
。

精 神 障 害 の 発 症

処 遇 開 始

退 院 ・ 通 院 開 始

処 遇 終 了

心 神 喪 失 等 で 重 大 な 他 害 行 為

※
地
域
移
行
支
援

6

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
支
援

※
指
定
入
院
医
療
機
関
入
院
中
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
地
域
移
行
支
援
制
度
の
活
用
は
可
能
。

医
療
観
察
法
に
よ
る
通
院
中
の
者

に
は
精
神
保
健
福
祉
法
の
規
定
も

適
用
さ
れ
る
。

医
療
観
察
法
に
よ
る
入
院
中
の
者
に
は

精
神
保
健
福
祉
法
の
規
定
（
入
院
に
関
す
る

部
分
）
は
適
用
さ
れ
な
い
。
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指
定
通
院
医
療
機
関
の
指
定
状
況

7
※
必
要
数
に
は
病
院
、
診
療
所
を
含
み
、
薬
局
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
含
ま
な
い
。

※
は
、
指
定
数
が
必
要
病
院
数
に
達
し
て
い
な
い
都
道
府
県
。

病
院

診
療
所

薬
局

政
令
1条

（
訪
問
看
護
）

計
病
院

診
療
所

薬
局

政
令
1条

（
訪
問
看
護
）

計

北
海
道

17
45

5
27

8
85

滋
賀
県

4
9

2
6

5
22

青
森
県

4
10

1
14
8

2
16
1

京
都
府

8
6

2
39

7
54

岩
手
県

4
8

0
8

1
17

大
阪
府

26
28

4
32

47
11
1

宮
城
県

7
12

4
9

7
32

兵
庫
県

17
22

2
10

16
50

秋
田
県

4
5

0
32
2

1
32
8

奈
良
県

4
5

0
8

5
18

山
形
県

4
8

2
10

3
23

和
歌
山
県

3
8

2
7

0
17

福
島
県

6
10

2
17
2

3
18
7

鳥
取
県

2
4

0
11
9

0
12
3

茨
城
県

9
15

0
37
5

5
39
5

島
根
県

2
6

2
11

2
21

栃
木
県

6
8

0
4

1
13

岡
山
県

6
7

0
5

3
15

群
馬
県

6
4

1
15
1

3
15
9

広
島
県

9
8

1
9

6
24

埼
玉
県

21
17

3
10
1

16
13
7

山
口
県

5
9

1
15

1
26

千
葉
県

18
15

1
90

10
11
6

徳
島
県

2
7

2
3

0
12

東
京
都

37
21

11
29

45
10
6

香
川
県

3
4

0
6

0
10

神
奈
川
県

26
17

5
14

5
41

愛
媛
県

4
10

0
4

3
17

新
潟
県

7
12

1
46
1

4
47
8

高
知
県

2
9

1
93

5
10
8

山
梨
県

3
3

0
3

2
8

福
岡
県

15
23

2
12

14
51

長
野
県

7
13

1
41

4
59

佐
賀
県

3
9

0
6

4
19

富
山
県

3
5

0
9

3
17

長
崎
県

5
9

0
8

7
24

石
川
県

4
5

1
4

4
14

熊
本
県

6
6

0
3

2
11

岐
阜
県

6
8

1
38

4
51

大
分
県

4
4

0
6

0
10

静
岡
県

11
17

0
15

3
35

宮
崎
県

4
6

0
0

1
7

愛
知
県

21
15

1
8

10
34

鹿
児
島
県

5
13

1
1

3
18

三
重
県

6
10

0
1

3
14

沖
縄
県

4
11

1
9

4
25

福
井
県

2
5

0
51

1
57

合
計

38
2

51
1

63
2,
50
3

28
3

3,
36
0

平
成
28
年
12
月
31
日
現
在
指
定
数

都
道
府
県
名

必
要
数

平
成
28
年
12
月
31
日
現
在
指
定
数

都
道
府
県
名

必
要
数
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平
成

29
年
度
医
療
観
察
法
関
係
予
算
（
案
）
の
概
要

心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
の
医
療
提
供
体
制
の
確
保
等

H
２
８
年
度
予
算

H
２
９
年
度
予
算
（
案
）

１
８
６
億
円

→
１
７
８
億
円
（
▲
８
億
円
）

医
療
観
察
法
に
基
づ
く
指
定
入
院
医
療
機
関
の
運
営
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
負
担
（負
担
率
：1
0/
1
0）

・
指
定
入
院
医
療
機
関
施
設
・
設
備
整
備
費

５
．
８
億
円

→
２
．
５
億
円

医
療
観
察
法
に
基
づ
く
指
定
入
院
医
療
機
関
の
新
設
、
増
設
等
施
設
・設
備
整
備
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
負
担
（負
担
率
：
10
/
10
）

・
指
定
入
院
医
療
機
関
運
営
費

５
．
３
億
円

→
４
．
５
億
円

医
療
観
察
法
に
基
づ
く
指
定
入
院
医
療
機
関
が
実
施
す
る
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
事
業
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
補
助
（
補
助
率
：1
0
/1
0
）

・
指
定
入
院
医
療
機
関
医
療
評
価
・
向
上
事
業
費

４
百
万
円

→
５
百
万
円

・
入
院
等
決
定
者
医
療
費

１
７
３
．
４
億
円

→
１
６
９
．
６
億
円

医
療
観
察
法
に
基
づ
く
入
院
・通
院
医
療
の
決
定
を
受
け
た
者
に
対
し
、
円
滑
な
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
医
療
費

・
指
定
入
院
医
療
機
関
地
域
共
生
事
業
費

０
．
３
億
円

→
０
．
２
億
円

医
療
観
察
法
に
基
づ
く
指
定
入
院
医
療
機
関
の
整
備
に
伴
い
、
地
域
共
生
施
設
等
の
事
業
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
補
助

（
補
助
率
：
1
0/
10
）

8

・
指
定
医
療
機
関
地
域
連
携
体
制
強
化
検
討
会
開
催
経
費

５
百
万
円

医
療
観
察
法
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
と
地
域
の
関
係
機
関
等
に
よ
る
検
討
の
場
を
設
置
し
、
相
互
の
連
携
体
制
の
更
な
る
強
化
を

図
る
た
め
に
必
要
な
経
費
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12 公認心理師法について 

 

 公認心理師法（平成 27 年法律第 68 号）は、平成 27 年９月９日に可決・成

立し、指定試験機関に関する規定が平成 28 年３月 15 日に施行され、その他の

部分の規定（カリキュラム関係等）は、公布の日（平成 27 年９月 16 日）から

２年以内に施行されることとなっている。  

 平成 28 年４月１日に、指定試験機関として、一般社団法人日本心理研修セ

ンターを指定した。 

 また、法の全面施行に向けて、公認心理師となるために必要な科目や国家試

験に関する事項等について、平成 28 年９月 20 日から、公認心理師カリキュラ

ム等検討会を開催し、検討を行っている。  

 公認心理師は様々な分野での活躍が期待されており、自治体の事務において

も活用が見込まれるので、御承知おきいただきたい。  
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公
認
心
理
師
法
（
概
要
）

一
目
的

公
認
心
理
師
の
資
格
を
定
め
て
、
そ
の
業
務
の
適
正
を
図
り
、
も
っ
て

国
民
の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
定
義

「
公
認
心
理
師
」
と
は
、
公
認
心
理
師
登
録
簿
へ
の
登
録
を
受
け
、
公

認
心
理
師
の
名
称
を
用
い
て
、
保
健
医
療
、
福
祉
、
教
育
そ
の
他
の
分
野

に
お
い
て
、
心
理
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
も
っ
て
、
次
に

掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
者
を
い
う
。

①
心
理
に
関
す
る
支
援
を
要
す
る
者
の
心
理
状
態
の
観
察
、
そ
の
結

果
の
分
析

②
心
理
に
関
す
る
支
援
を
要
す
る
者
に
対
す
る
、
そ
の
心
理
に
関
す

る
相
談
及
び
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助

③
心
理
に
関
す
る
支
援
を
要
す
る
者
の
関
係
者
に
対
す
る
相
談
及
び

助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助

④
心
の
健
康
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
の
教
育
及
び
情
報

の
提
供

三
試
験

公
認
心
理
師
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
に
つ
い
て
、
主
務
大
臣
が

公
認
心
理
師
試
験
を
実
施
す
る
。
受
験
資
格
は
、
以
下
の
者
に
付
与
す
る
。

①
大
学
に
お
い
て
主
務
大
臣
指
定
の
心
理
学
等
に
関
す
る
科
目
を
修

め
、
か
つ
、
大
学
院
に
お
い
て
主
務
大
臣
指
定
の
心
理
学
等
の
科
目

を
修
め
て
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
等

②
大
学
で
主
務
大
臣
指
定
の
心
理
学
等
に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
卒

業
後
一
定
期
間
の
実
務
経
験
を
積
ん
だ
者
等

③
主
務
大
臣
が
①
及
び
②
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技

能
を
有
す
る
と
認
め
た
者

四
義
務

１
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止

２
秘
密
保
持
義
務
（
違
反
者
に
は
罰
則
）

３
公
認
心
理
師
は
、
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
、
教
員
そ
の

他
の
関
係
者
と
の
連
携
を
保
た
ね
ば
な
ら
ず
、
心
理
に
関
す
る
支
援
を

要
す
る
者
に
当
該
支
援
に
係
る
主
治
医
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
指
示
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
名
称
使
用
制
限

公
認
心
理
師
で
な
い
者
は
、
公
認
心
理
師
の
名
称
又
は
心
理
師
と
い
う

文
字
を
用
い
た
名
称
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
（
違
反
者
に
は
罰
則
）

六
主
務
大
臣

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣

七
施
行
期
日

一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

八
経
過
措
置

既
存
の
心
理
職
資
格
者
等
に
係
る
受
験
資
格
等
に
つ
い
て
、
所
要
の
経

過
措
置
を
設
け
る
。

平
成
２
７
年
９
月
９
日
成
立

平
成
２
７
年
９
月
１
６
日
公
布

公
認
心
理
師
法
に
つ
い
て
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公
認
心
理
師
法
施
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

平
成

27
年

平
成

28
年

平
成

29
年

平
成

30
年

公
認
心
理
師
法
公
布

（
９
月
１
６
日
）

２
年
以
内
に
施
行

（
9
月
1
5
日
ま
で
に
）

最
初
の
試
験

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
検
討
会

政
省
令
制
定

指
定
試
験
機
関
の
指
定

国
家
試
験
の
実
施

試
験
委
員
会

政
省
令
制
定

試
験
委
員
会

と り ま と め

28
年
度
内

指
定
試
験
機
関
関
係

半
年
以
内
に
施
行

（
３
月
1
5
日
施
行
）

3月
9月

事
務
手
続
き

準
備

調
整

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
検
討

申 請
指 定 一
般
財
団
法
人
日
本
心

理
研
修
セ
ン
タ
ー
を
指
定

（
４
月
１
日
付
）

開 催
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公
認
心
理
師
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
検
討
会
に
つ
い
て

○
検
討
項
目

１
．
公
認
心
理
師
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

２
．
公
認
心
理
師
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

３
．
大
学
卒
業
後
の
実
務
経
験
の
範
囲
（
実
施
す
る
施
設
及
び
期
間
）

４
．
国
家
試
験

５
．
現
任
者
講
習
会
科
目
と
時
間
数

６
．
公
認
心
理
師
試
験
の
受
験
資
格
（
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
者
に
準
ず
る
も
の
）

○
今
後
の
予
定

３
月
以
降
・
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
お
い
て
素
案
の
と
り
ま
と
め

・
公
認
心
理
師
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
検
討
会
報
告
の
と
り
ま
と
め

９
月
１
５
日
ま
で
に
政
省
令
制
定

○
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な
科
目
、
実
務
経
験
の
施
設
・
期
間
、
国
家
試
験
に
関
す
る
事
項

な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、
有
識
者
か
ら
な
る
公
認
心
理
師
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
検
討
会
を
開
催
し
、
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
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1
3
平
成
２
９
年
度
精
神
・
障
害
保
健
課
予
算
案
の
概
要
（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
を
含
む
）

平
成
2
8
年
度
予
算
額

平
成
2
9
年
度
予
算
案

差
引
増
減
額

2
,
5
7
3
億
8
9
百
万
円

2
,
5
8
2
億
9
4
百
万
円

9
億
5
百
万
円
（

3
.
5
％
）

（
年
金
・
医
療
、
復
興
特
会
を
除
く
）

3
1
億
2
百
万
円

3
4
億
6
4
百
万
円

3
億
6
2
百
万
円
（

1
1
1
.
7
％
）

義
務
的
経
費
（
年
金
・
医
療
）

義
務
的
経
費
（
そ
の
他
）

裁
量
的
経
費
・
公
共
事
業
関
係
費

復
興
特
会

2
,
5
3
4
億
6
9
百
万
円

6
億
6
4
百
万
円

2
8
億
0
0
百
万
円

1
3
億
6
1
百
万
円

〔
2
,
5
2
9
億
2
6
百
万
円
〕

〔
7
億
5
4
百
万
円
〕

〔
2
3
億
4
8
百
万
円
〕

〔
1
3
億
6
1
百
万
円
〕

（
0
.
2
％
）

（
△
1
1
.
9
％
）

（
1
1
9
.
3
％
）

（
1
0
0
.
0
％
）

◆
自
立
支
援
医
療
費

◆
措
置
入
院
移
送
費

《
主
な
事
業
》

◆
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
支
援

2
,
3
0
9
億
5
百
万
円

1
億
7
百
万
円
〔
1
億
5
百
万
円
〕

◆
精
神
科
救
急
医
療
体
制
整
備
事
業
費

事
業
費

〔
2
,
3
0
0
億
5
1
百
万
円
〕

1
5
億
5
0
百
万
円
〔
1
4
億
4
百
万
円
〕

1
3
億
6
1
百
万
円

◆
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
特
定

〔
1
3
億
6
1
百
万
円
〕

◇
精
神
通
院
医
療
費

相
談
等
事
業
費

◆
依
存
症
対
策
総
合
支
援
事
業
費

1
,
3
4
2
億
1
5
百
万
円

9
0
百
万
円
〔

9
0
百
万
円
〕

4
億
4
9
百
万
円
〔

0
百
万
円
〕

〔
1
,
3
1
9
億
4
6
百
万
円
〕

◆
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
入
院

◆
依
存
症
対
策
全
国
拠
点
機
関
設
置
運
営
事
業
費

◇
更
生
医
療
費

等
決
定
者
医
療
費
支
払
事
務
費

6
0
百
万
円
〔

0
百
万
円
〕

9
4
8
億
4
4
百
万
円

4
百
万
円
〔

3
百
万
円
〕

〔
9
6
2
億
6
0
百
万
円
〕

◆
依
存
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
事
業
費

◆
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
指
定

1
6
百
万
円
〔

1
6
百
万
円
〕

◇
育
成
医
療
費

入
院
医
療
機
関
運
営
費

1
6
億
3
9
百
万
円

4
億
4
8
百
万
円
〔
5
億
2
5
百
万
円
〕

◆
精
神
障
害
者
地
域
移
行
・
地
域
定
着
支
援
事
業
費

〔
1
8
億
4
4
百
万
円
〕

2
億
3
0
百
万
円
〔

4
3
百
万
円
〕

◆
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
指
定

入
院
医
療
機
関
設
備
整
備
費

◆
て
ん
か
ん
地
域
診
療
連
携
体
制
整
備
試
行
事
業
費

◆
措
置
入
院
費

1
5
百
万
円
〔

3
0
百
万
円
〕

8
百
万
円
〔

9
百
万
円
〕

5
2
億
3
8
百
万
円

〔
5
1
億
4
0
百
万
円
〕

◆
摂
食
障
害
治
療
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
事
業

1
1
百
万
円
〔

1
3
百
万
円
〕

◆
医
療
保
護
入
院
費

3
億
6
6
百
万
円

◆
精
神
科
医
療
体
制
確
保
研
修
事
業
費

〔
3
億
9
6
百
万
円
〕

9
百
万
円
〔

1
0
百
万
円
〕

◆
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法

◆
認
知
行
動
療
法
研
修
事
業
費

入
院
等
決
定
者
医
療
費

6
6
百
万
円
〔

7
4
百
万
円
〕

1
6
9
億
6
0
百
万
円

〔
1
7
3
億
3
9
百
万
円
〕

◆
熊
本
県
心
の
ケ
ア
事
業
5
9
百
万
円
〔

0
百
万
円
〕
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